
教育研究業績書

所属： 資格： 氏名：教授教育研究所 押谷　由夫

2023年10月23日

研究分野 研究内容のキーワード

教育学、道徳教育、教育社会学 道徳教育、特別の教科道徳、総合単元的道徳学習、教育改革、学校経

　 営、学級経営

学位 最終学歴

博士（教育学） 広島大学大学院教育学研究科博士課程修了

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
1.教育方法の工夫 2017年4月8日〜現在 ・ノート指導の徹底（授業のノートだけではなく課題

　 　 やホームワークも含めて自分独自のノートテキストを

　 　 創る、授業において定期的に確認し指導する）

　 　 ・毎回資料を作り配布する。配布資料や宿題をもと

　 　 に、グループワークや演習も取り入れる

2 作成した教科書、教材
1.『自ら学ぶ道徳教育(改訂版2刷） 2019年3月１日 文科省の道徳教育の抜本的改善・充実政策の基に「特

　 　 別の教科　道徳」の設置をはじめ、新教育課程の重点

　 　 を取り入れて、どのように道徳教育を展開していけば

　 　 よいのかを、更に分かりやすくなるよう改善を図っ

　 　 た。

2.『自ら学ぶ道徳教育（第2版）』保育出版社 2016年10月1日 教育課程に「特別の教科　道徳」が設置されたのを機

　 　 に、それに対応したテクストを改定版として編集し

　 　 た。基礎編と応用編からなり、道徳教育の本質、道徳

　 　 性の発達、道徳教育の歴史、道徳教育の法的規定と実

　 　 際、外国の道徳教育、教育課題に対応した道徳教育、

　 　 多様な道徳の授業についてまとめている。

3.『道徳教育の理念と実践』NHK出版 2016年3月 放送大学の大学院科目のテキストとして編集した。自

　 　 分にとっての道徳教育、社会にとっての道徳教育、道

　 　 徳教育の本質、道徳性の発達と育成、外国の道徳教

　 　 育、日本の道徳教育の変遷、「特別の教科　道徳」の

　 　 理念と具体的転回、これからの道徳教育の課題と展望

　 　 　などについて専門的にまとめている。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.文部省、文部科学省で道徳教育担当の教科調査官と 1988年4月1日2001年9月30日 道徳教育担当の教科調査官として文部行政にかかわ

して勤務する 　 る。学習指導要領や心のノートの編集、各種指導資料

　 　 の作成、などを担当。各地の研修会や学会、教育委員

　 　 会、学校等を訪問し公園等を行う。退職後も文科省の

　 　 専門委員会や中教審の委員などを歴任。

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
1.取得している免許 1976年3月 小学校、中学校(社会科）、高等学校(社会科）の各専

　 　 修免許を取得している

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.自ら学ぶ道徳教育 共 2021年12月 教育情報出版 「特別の教科　道徳」が新設され、新しい道徳教育が進められてい

　 　 1日 　 る。その歴史的背景や具体的内容について論究するとともに、これ

　 　 　 　 から求められる具体的なk台に対応した道徳教育の虎方と進め方につ

1



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 いて提案している。共著者は、押谷由夫、杉山直子、広瀬悠三y、太

　 　 　 　 田佳光他21名。

　 　 　 　 　担当部分：第4章　第1節　学校における道徳教育の基本的押さえ

　 　 　 　 （59-65頁）。

　 　 　 　 　道徳教育の基本を押さえたうえで、これから求められる『子ども

　 　 　 　 を主体とした道徳教育」「人間への絶対的信頼、他者への絶対的信

　 　 　 　 頼、自己への絶対的信頼」「共感的理解と自己を見つめる目」「自

　 　 　 　 律的に道徳的実践ができる力を育てる」「人間観、指導観、評価観

　 　 　 　 の変革」について論述した。

2.新道徳教育全集第1巻 共 2021年6月 学文社 新道徳教育全集は、2017年に「特別の教科　道徳」が新設され、道

『道徳教育の歴史、 　 30日 　 徳教育の充実が図られてことをえっくメイキングなことと捉え、日

現状、展望』 　 　 　 本道徳教育学会が総力を挙げて編集したものである（全体の編集代

　 　 　 　 表者は押谷由夫）。共著者は、押谷由夫、貝塚茂樹、高島元洋、毛

　 　 　 　 内嘉威他31名。

　 　 　 　 　担当部分は、「第7章 「特別の教科　道徳」設立までの道のり」

　 　 　 　 （69-78頁）

　 　 　 　 　戦後の学校教育において、道徳教育をどのように押さえ取り組ん

　 　 　 　 できたかを確認し、昭和33年の道徳の時間の特設から「特別の教科

　 　 　 　 　道徳」の設置までの、道徳教育の目標と内容、教材、指導方法と

　 　 　 　 評価について、その一貫性と特徴を明らかにし、今後の課題を提案

　 　 　 　 した。

　 　 　 　

　 　 　 　 　　　　　

3.新道徳教育全集第5巻 共 2021年6月 学文社 新道徳教育全集は、日本道徳教育学会が、2017年に「特別の教科　

『道徳教育を充実さ 　 30日 　 道徳」が設置され、道徳教育の改善が図られたことをエポックメイ

せる多様な支援』 　 　 　 キングなことと捉え、総力を挙げて編集したものである（全体の編

　 　 　 　 集代表者　押谷由夫）。その第5巻では、大学、教育委員会、家庭、

　 　 　 　 地域における道徳教育充実の取組について、代表的なものがまとめ

　 　 　 　 られている。共著者は、押谷由夫、田沼茂紀、島恒生、吉田誠、早

　 　 　 　 川裕隆他28名。

　 　 　 　 担当個所は「第26章　生涯学習と道徳教育」（235-235頁）。

　 　 　 　 内容は、道徳教育は一生続けるものであり、生涯教育の視点から捉

　 　 　 　 えなおし、生涯教育における道徳教育をLifeの意味から考えどう対

　 　 　 　 応することが求められるかを明らかにした。そして、教育の目標で

　 　 　 　 ある、一人一人の幸せな生き方に関わる幸せ感を持つためのポイン

　 　 　 　 トや、未来に対する肯定的感情をはぐくむポイントについて論述し

　 　 　 　 た。

　 　 　 　

4.シリーズ・人間教育 共 2020年12月 ミネルヴァ書房 本書は人間教育の探究として5巻シリーズで刊行された中の1冊であ

の探究①『人間教育 　 5日 　 る。教育の最終的な目標は、人間としての在り方そのものを深く考

の基本原理』 　 　 　 え、自分らしく追究する人間の育成にあると捉え、そのことの基本

　 　 　 　 的な問いをもとにまとめ上げたものである。共著者は、梶田叡一、

　 　 　 　 杉浦健」、藤井千春、浅田匡、押谷由夫他12名。

　 　 　 　 　担当か所は、「第9章　道徳性を育む人間教育」（166-185頁）。

　 　 　 　

　 　 　 　 　人間教育は、人間として自分らしくどう生きるかを自らに問いか

　 　 　 　 け共によりよく生きようとする子どもたちを育てることであり、そ

　 　 　 　 れは道徳教育そのものであることを論述した。そして、その具体的

　 　 　 　 な取り組みについて「ライフ・ベース土・カリキュラム」という視

　 　 　 　 点から具体的に提案した。

5.生きる力を育む特別 共 2020年4月 ミネルヴァ書房 平成29年度に改訂された学習指導要領の特別活動について、こを以

活動 　 20日 　 下明日集団活動を創造するという支店から、全体を開設し、具体的

　 　 　 　 実践について提案しこれから野田課題を明らかにしている。その中

　 　 　 　 の「第8章　特別活動と『特別の教科　道徳』を執筆した。そこにお

　 　 　 　 いては、特別活動と新設された「特別の教科　道徳」との連携した

　 　 　 　 指導について考察した。道徳教育は『自ら感じ（気づき）、考え、

　 　 　 　 判断し、道徳的実践のできる人間」を育てるものである。内面的指

　 　 　 　 導を重視する「特別の教科　道徳」と、実践を重視する特別活動

　 　 　 　 が、両輪となって展開されることの大切さを説き、その具体的な取
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 組みについて提案した。

　 　 　 　 　執筆頁：119ｰ135頁

　 　 　 　 　執筆者：新富康央、高旗浩志、須田康之、押谷由夫　他

6.新訂　道徳教育の理 共 2020年3月 放送大学教育振興 放送大学大学院科目『道徳教育の理念と実践』が2020年度から新た

念と実践 　 20日 会 に開講されることから、新訂版が編集され刊行された。その中の

　 　 　 　 「第10章　道徳教育のカリキュラム開発ー総合単元的な道徳教

　 　 　 　 育ー」を執筆した。内容は、平成27年に新設された「特別の教科　

　 　 　 　 道徳」の趣旨を生かすためには、「特別の教科　道徳」を要とし

　 　 　 　 て、様々な教育課題に対して関連する教科や特別活動、総合的な学

　 　 　 　 習の時間、日常生活や家庭や地域との連携をもとにした総合単元的

　 　 　 　 な道徳学習を構想していくことが大切なことを具体的な取組みを例

　 　 　 　 に提案した。

　 　 　 　 執筆頁：168－183頁

　 　 　 　 執筆者：西野真由美、渡辺弥生、貝塚茂樹、押谷由夫

7.新訂　道徳教育の理 共 2020年3月 放送大学教育振興 放送大学大学院科目『道徳教育の理念と実践』が2020年度から新た

念と実践 　 20日 会 に開講されることから、新訂版が編集され刊行された。その中の

　 　 　 　 「第9章　道徳の特別教科化ーその意義と課題ー」を執筆した。内容

　 　 　 　 は、平成27年に新設された「特別の教科　道徳」の背景や意義、具

　 　 　 　 体的な理解、課題等について論じた。

　 　 　 　 執筆頁：150－167頁

　 　 　 　 執筆者：西野真由美、渡辺弥生、貝塚茂樹、押谷由夫

8.伸指導要録の解説と 共 2019年11月 図書文化社 文科省では平成29年に改訂された学習指導要領による新教育課程が

実務・小学校 　 20日 　 全面実施されるに先立ち、指導要録の参考様式について局長通知を

　 　 　 　 各教育委員会に送り、対応を求めている。本書は、小学校におい

　 　 　 　 て、その通知の趣旨と具体的にどのように対応すればよいのかにつ

　 　 　 　 いて、まとめたものである。その中の新設された「特別の教科　道

　 　 　 　 徳」について執筆した。

　 　 　 　 　執筆頁：124〜131頁

　 　 　 　 　執筆者：無糖隆、石田恒好、吉田裕久、廣嶋憲一郎、押谷由夫　

　 　 　 　 他

9.伸指導要録の解説と 共 2019年11月 図書文化社 文科省では平成29年に改訂された学習指導要領による新教育課程が

実務・中学校 　 20日 　 全面実施されるに先立ち、指導要録の参考様式について局長通知を

　 　 　 　 各教育委員会に送り、対応を求めている。本書は、中学校におい

　 　 　 　 て、その通知の趣旨と具体的にどのように対応すればよいのかにつ

　 　 　 　 いて、まとめたものである。その中の新設された「特別の教科　道

　 　 　 　 徳」について執筆した。

　 　 　 　 　執筆頁：128〜135頁

　 　 　 　 　執筆者：無糖隆、石田恒好、島田康行、館潤二、押谷由夫　他

10.道徳の評価　小学 　 2019年3月 図書文化 新設された「特別の教科　道徳」の評価をどのように捉え具体的に

校・中学校　通信簿 　 10日 　 記述していけばいいのかを、理論的分析と具体的表記について論究

と指導揚力の記入文 　 　 　 している。道徳性は仁悪の基盤で3あり、不用意な評価を行ってはい

例 　 　 　 けない。このことを踏まえてではどのような評価が求められるのか

　 　 　 　 について論述し、具体的にどのように評価すればいいのかを文例を

　 　 　 　 基にまとめている。

11.生きるための「正 共 2019年2月 Gakken 学校生活や社会において様々な問題が起こっているが、必ずしも正

義」を考える本 　 19日 　 解があるわけではない。本書では、正解のない問題に対してどのよ

　 　 　 　 うに考えればいいのかを様々な問題を提起して議論形式で考えられ

　 　 　 　 るように編集している。教育課程の改善でで大きな課題になってい

　 　 　 　 るよりよい人生や社会を目指しての考える力を育めるようにしてい

　 　 　 　 る。

12.教研式　道徳教育ア 共 2018年10月 図書文化 学校において道徳教育をどのように展開していくかは、評価をどの

セスメント　BEING　 　 　 　 ようにするかと密接にかかわっている。つまり、道徳教育を行う上

（小学校1，2年用、 　 　 　 でのポイントを押さえてその実態を把握し、全体計画や年間指導計

3，4年用、5，6年 　 　 　 画を作成し、具体的取組みの効果を評価しながら、改善を図ってい

用、中学校用） 　 　 　 くことが大切である。そのことを具体化するために道徳教育アセス

　 　 　 　 メントを開発した。

13.DVDビデオ　「特別の 共 2018年7月 丸善映像メディア 新設された「特別の教科　道徳」を実践する上での基本的な考え方

教科　道徳」考え方 　 　 部 と授業実践について、実際の授業を編集したビデオを使いながら説

と進め方(全4巻） 　 　 　 明を行っている。実践ビデオは、役割演技を取り入れた授業、自我

3



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 関与を深める受業、問題解決的な授業を集録している。それぞれに

　 　 　 　 おいて解説も入れている。

14.平成29年改訂　小学 共 2018年３月 ぎょうせい 平成29年に改訂された新教育課程の小学校の各教科等について改善

校教育課程実践講座 　 31日 　 点と具体的実践についてまとめた講座の「特別の教科　道徳」につ

　特別の教科　道徳 　 　 　 いてまとめている。「特別の教科　道徳」の設置の背景と経緯、目

　 　 　 　 標、内容、評価、方法について、理論的に分析し、特に道徳の授業

　 　 　 　 を中心に、指導方法の工夫や、評価の工夫、年間指導計画の工夫な

　 　 　 　 どについて具体的取組みを紹介している

15.平成29年改訂　中学 共 2018年3月 ぎょうせい 平成29年に改訂された新教育課程の中学校の各教科等の改善内容と

校教育課程実践講座 　 31日 　 具体的実践についてまとめた講座の内、「特別の教科　道徳」につ

　特別の教科　道徳 　 　 　 いて、設置の背景や経緯、目標、内容、評価、方法について理論的

　 　 　 　 に分析し、特に道徳の授業改善に絞って、年間指導計画の工夫、授

　 　 　 　 業方法の工夫、評価の工夫などについて具体的取組みを紹介した。

16.アクティブラーニン 共 2017年3月 明治図書 新設された「特別の教科　道徳」の授業づくりについて理論と実践

グを位置づけた小学 　 　 　 の両面から追求した。理論面では、「特別の教科　道徳」の目標を

校特別の教科道徳の 　 　 　 道徳教育の目標との関連で分析し、具体的な指導方法について、ポ

授業プラン 　 　 　 イントをしました。そのポイントに即して実践例を、優れた実践を

　 　 　 　 行っている教師にお願いしまとめてもらった。

　 　 　 　 　担当部分：第1章　アクティブ・ラーニングを位置づけた小学校

　 　 　 　 「特別の教科　道徳」の授業づくり（8-12頁）

　 　 　 　 アクティオブ・ラーニングのポイントについて論述し、「特別の教

　 　 　 　 科　道徳」においてどのように取り組めばよいのかについて、「モ

　 　 　 　 ラル・アクティブ・ラーニング」という、新たな視点から提案し

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 押谷由夫、前田友美子、野瀬めぐみ、加藤宣行他21名

17.小学校における「特 共 2016年4月 北大路書房 文部科学省は道徳教育の抜本的改善・充実を図るべく「特別の教科

別の教科　道徳」の 　 　 　 　道徳」を設置し、様々な提案や取り組みを行っている。本書で

実践 　 　 　 は、小学校においてどのように具体化すればよいのかを理論っ面の

　 　 　 　 押さえと実践面での様々な方法の提案を行っている。

　 　 　 　 （担当部分）第1章　これからの時代に求められる小学校の道徳教育

　 　 　 　 　を担当　1-15頁

　 　 　 　 渡邊満、押谷由夫、渡邊隆信、小川哲哉編著

18.道徳教育の理念と実 共 2016年3月 放送大学教育振興 「人間としていかに生きるべきか」と、それを個人的課題及び社会

践 　 　 会 的課題として「どのように追い求めていくか」という視点から、理

　 　 　 　 論的押さえと、具体的取り組みを世界的視点からとらえ我が国の道

　 　 　 　 徳教育の在り方と方向性について、論じた。また、これからの道徳

　 　 　 　 教育について、自らの生き方とかかわらせて、具体的展望をもてる

　 　 　 　 ようにすることを目指した。

　 　 　 　 （担当部分）1章　道徳教育とは何か（１）、第2章　道徳教育とは

　 　 　 　 何か（２）、第8章　中国、韓国における道徳教育の動向、第9章　

　 　 　 　 日本における道徳教育の変遷と動向、第11章　「特別の教科道徳」

　 　 　 　 の理念と方法、第14章　これからの道徳教育の展望と課題、第15章

　 　 　 　 　まとめ―再考「私にとっての道徳教育」を担当　　

　 　 　 　 押谷由夫編著　押谷由夫、諸富祥彦、西野真由美、新井浅浩、永田

　 　 　 　 繁雄

19.体験の風をおこそう 共 2015年２月 悠光堂 今日求められる体験活動の在り方と意義について、まとめ具体的実

　改訂版 　 　 　 践例を消化しつつこれからの体験活動の取り組み方についてまとめ

　 　 　 　 ている。

　 　 　 　 （担当部分）第1章の２の［１］学習指導要領と体験活動を担当　

　 　 　 　 21-26頁

　 　 　 　 田中壮一郎　明石要一　押谷由夫　蓬田高正　金藤ふゆ子　鈴木眞

　 　 　 　 理　久保田康雄　青山鉄兵　松村純子　進藤哲也　樋口拓　藤井玄

　 　 　 　 　片山貞美　室井修一　友松由実　佐藤英樹　北見靖直

20.道徳の時代をつくる 共 2014年7月 教育出版 道徳教育の抜本的改革が提案され取り組まれているが、そのもっと

　 　 　 　 も大きなものに「特別の教科　道徳」の設置がある。その背景を明

　 　 　 　 らかにし、「特別の教科　道徳」がどのようなものとして計画され

　 　 　 　 ているのか、さらにそれをどのように展開していけばよいのかにつ

　 　 　 　 いて、指導方

　 　 　 　 法、評価、制度の改革等について今回の道徳教育改革にかかわって
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 いる研究者と一緒にまとめた。

　 　 　 　 （担当部分）1「特別の教科道徳」の在り方2？9頁　「６　『私たち

　 　 　 　 の道徳』から設計する」76？81頁

　 　 　 　 　特別の教科道徳はどのような目標とすべきなのかについて、道徳

　 　 　 　 教育の学校教育全体に占める役割、道徳教育の要としての役割とい

　 　 　 　 う視点から論述した。また、現在児童生徒に配布されている「私た

　 　 　 　 ちの道徳」をどのように活用して「特別の教科　道徳」に活用して

　 　 　 　 いけばよいのかについて論じた。

　 　 　 　 押谷由夫、柳沼良太編著、押谷由夫、柳沼良太、新井浅浩、貝塚茂

　 　 　 　 樹、関根明伸、西野真由美、松本美奈

21.道徳の時代がきた！ 共 2013年10月 教育出版 文部科学省では、道徳の時間を特別教科にするための審議が行われ

　 　 　 　 ている。その経緯と目的について明らかにするとともに、具体的に

　 　 　 　 どのような教科にしていくべきなのかを追究している。そして、外

　 　 　 　 国の実態や国際的な動向についても明らかにしている。それらをと

　 　 　 　 おして「特別の教科道徳」への期待と課題についても分析してい

　 　 　 　 る。

　 　 　 　 （担当部分）「１　道徳の教科化の理念と目的とは何か」2-10頁　

　 　 　 　 　道徳教育の重要性を静養の教育史を紐解くことから明らかにし、

　 　 　 　 我が国の改正教育基本法の理念等を分析することから、学校教育の

　 　 　 　 中核としての道徳教育の特質及びその要となる「特別の教科　道

　 　 　 　 徳」の具体的目標と方法について論じた。

　 　 　 　 押谷由夫、柳沼良太編著、押谷由夫、柳沼良太、貝塚茂樹、西野真

　 　 　 　 由美、関根明伸、松本美奈

22.戦後道徳教育を築い 共 2012年6月 教育出版 戦後の新しい道徳教育創生期において道徳教育の振興に尽力された

た人々と２１世紀の 　 　 　 先覚者の思想と実践を再検討するとともに、戦後から現在に至るま

課題 　 　 　 での道徳教育の問題点を概観しその対処等について考察している。

　 　 　 　

　 　 　 　 （担当部分）「２　道徳教育の論争ー特設「道徳」をめぐってー」

　 　 　 　 228-241頁

　 　 　 　 　戦後の道徳教育しにおいて昭和３３年の道徳の時間お得説は画期

　 　 　 　 的なことであった。しかし強烈な反対運動が展開された。それから

　 　 　 　 ５５年以上経た現在においてそれらの批判は当たっていたのかどう

　 　 　 　 か検証する必要がある。本稿においては、政治的イデオロギー的批

　 　 　 　 判、指導内容や方法に関する批判にわけて、詳細に分析し、これか

　 　 　 　 らの道徳教育にいかに生かせるかを述べた。

　 　 　 　 赤堀博行、板倉栄一郎、岩佐信道、押谷慶昭、押谷由夫、貝塚茂

　 　 　 　 樹、加藤一雄、金井肇、笹井和夫、七條正典、田井康雄、高島元

　 　 　 　 洋、竹内善一、谷田増幸、田沼茂紀、永田繁雄、花澤秀文、林泰

　 　 　 　 成、廣川正昭、森岡卓也、行安茂、横山利弘、渡部武

23.道徳性形成・徳育論 共 2011年9月 放送大学教育振興 道徳性がどのように形成されていくのかについて、自己を振り返る

　 　 　 会 ことを通して考えながら理論的押さえをすることを行った。また、

　 　 　 　 我が国の道徳教育の歴史歴史と現状、中国や韓国、アメリカ、ヨー

　 　 　 　 ロッパにおける道徳教育の歴史と現状を明らかにすることによっ

　 　 　 　 て、これからの道徳教育のあり方を考えようとした。その中で我が

　 　 　 　 国の道徳教育のよさと課題をも明らかにした。

　 　 　 　 （担当部分）第1章　「私にとっての道徳教育」とは何かを考えてみ

　 　 　 　 よう」、第2章　「心ということばの一般的用法」から道徳教育を考

　 　 　 　 えてみよう、第9章　戦後の道徳教育の動向を探ってみよう（1）、

　 　 　 　 第10章　戦後の道徳教育の動向を探ってみよう（２）、第13章　中

　 　 　 　 国、韓国における道徳教育の動向を探ってみよう、第14章　我が国

　 　 　 　 の特質を生かした道徳教育をいかに進めるかを考えてみよう、第15

　 　 　 　 章　「これからの私にとっての道徳教育」について考えてみよう　

　 　 　 　 を担当　11-45 142-180 236-169頁

　 　 　 　 押谷由夫編著、押谷由夫、湯淺邦弘、高島元洋、貝塚茂樹、伴恒信

24.新しい指導要録とこ 共 2010年6月 ぎょうせい 学習指導要領の改訂に合わせて指導要録の改訂が行われた。その解

れからの評価 　 　 　 説を中心として、各教科や道徳、特別活動、総合的な学習の時間等

　 　 　 　 の評価をどのようにとらえ具体化すればよいのかについて論じてい

　 　 　 　 る。

　 　 　 　 （担当部分）道徳（小学校）を担当108-109頁
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 (１)道徳教育における評価の捉え方

　 　 　 　 (２)道徳学習への関心・意欲・態度の評価

　 　 　 　 (３)道徳的実践の評価

　 　 　 　 (４)道徳的実践力の評価

　 　 　 　 (５)自己評価力を評価する

　 　 　 　 について論じた。

　 　 　 　 無藤隆、押谷由夫　他

25.新しい時代の特別活 共 2010年4月 ミネヴァ書房 これからの特別活動の在り方と具体的展開について、今日的課題を

動－個が生きる集団 　 　 　 踏まえて提案を行っている。特に個が生きる集団活動を積極的に取

活動を創造する－ 　 　 　 り組んで、個と集団が共に育つ学校にしていくうえで極めて重要で

　 　 　 　 あることを理論的実践的に明らかにしている。

　 　 　 　 （担当部分）第7章　特別活動と道徳教育　を担当　107-121頁

　 　 　 　 （1）特別活動と道徳教育

　 　 　 　 （2）特別活動の内容と道徳教育

　 　 　 　 （3）特別活動と道徳の時間の関連

　 　 　 　 （4）これからの学校教育を支える道徳教

　 　 　 　 　　　育の確立　―総合単元的道徳学習を構想す

　 　 　 　 　　　る視点－

　 　 　 　 　について論じた。

　 　 　 　 相原次男、南本長穂、新富康央、押谷由夫他

26.発達・制度・社会か 共 2010年4月 北大路書房 教育について発達的側面と、制度的側面と社会的側面をを取り出

らみた教育学 　 　 　 し、それらについて特に教育社会学的視点から分析を行い、これか

　 　 　 　 らの教育の在り方や教育改革について考えようとするものである。

　 　 　 　

　 　 　 　 （担当部分）第８章　カリキュラムと指導(教育内容)を担当　89-

　 　 　 　 101頁

　 　 　 　 （1）学校のカリキュラム編成にかかわる法的規定

　 　 　 　 （2）学習指導要領の運用上の規定

　 　 　 　 （3）新学習指導要領の特質と内容

　 　 　 　 について論じた。

　 　 　 　 伴恒信、南本長穂　押谷由夫　他

27.教育社会学概論 共 2010年3月 ミネルヴァ書房 （全体概要）教育社会学の今日的課題と最新の研究成果を踏まえた

　 　 　 　 分析及び理論の紹介をしている

　 　 　 　 （担当部分）カリキュラム(５３-６８頁)

　 　 　 　 １　カリキュラム研究の領域

　 　 　 　 ２　学校のカリキュラム編成にかかわる法的規定

　 　 　 　 ３　学習指導要領の作成過程

　 　 　 　 ４　各学校におけるカリキュラムに関する研究

　 　 　 　 有本章、山崎博敏、山野井敦徳　他

28.心に響くあの人のこ 共 2010年2月 学研 １　自分を励ます

とば（ 全５巻） 　 　 　 ２　悩みを解決する

　 　 　 　 ３　夢と希望があふれる

　 　 　 　 ４　仲間を思いやる

　 　 　 　 ５　家族を大切にする

　 　 　 　 押谷由夫監修(各巻４３頁頁)

29.組織活性化を目指す 共 2009年12月 (教育開発研究所) （全体概要）これからの教育において求められるスクール・マネー

マネジメント道徳教 　 　 　 ジメントについて理論的・実践的にまとめられている。

育推進教師 　 　 　 （担当部分）道徳教育推進教師　(１４２-１４３頁)

　 　 　 　 （担当部分概要）新学習指導要領において明記された道徳教育推進

　 　 　 　 教師について、その意図と役割について論述した。道徳教育をチー

　 　 　 　 ムで取り組むこと、そのリーダーが道徳教育推進教師であることを

　 　 　 　 明確にし、学校における道徳教育の充実にはたす役割についてまと

　 　 　 　 めた。

　 　 　 　 高階玲治　他　総頁２４６

30.各教科で行う道徳指 共 2009年7月 教育開発研究所 新学習指導要領において強調されている全教育活動を通しての道徳

導 　 　 　 教育について

　 　 　 　 、その基本的あり方と具体的実践をまとめている。執筆担当部分に

　 　 　 　 おいては、こ

　 　 　 　 れからの道徳教育が目指すものを明確にし、そのための重点として
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 全教育活動に

　 　 　 　 おける道徳教育と要としての道徳の時間の充実方策を示し、各教科

　 　 　 　 における道徳

　 　 　 　 教育の充実方策を５点にわたって述べた。

　 　 　 　 押谷由夫編集　押谷由夫、永田繁雄、新宮弘識、他３０人(１９９

　 　 　 　 （執筆担当２-７頁）頁)

31.平成２０年改訂　小 共 2009年3月 ぎょうせい 全体概要）平成２０年３月に改訂された新学習指導要領の道徳教育

学校教 育課程講座　 　 　 　 に関する改

道徳 　 　 　 善について全般にわたって解説と課題と具体的実践例をまとめてい

　 　 　 　 る。

　 　 　 　 （担当部分）「第２章　道徳教育の変遷」１０〜１７頁　道徳教育の

　 　 　 　 戦後の変遷

　 　 　 　 を学習指導要領の変遷をもとに明らかにした。特に昭和３３年の道

　 　 　 　 徳の時間の特

　 　 　 　 設とそれ以後の動向を中心としてまとめた。

　 　 　 　 編者　小寺正一　福田富美雄　執筆者　赤堀博行　朝倉喩美子　荒

　 　 　 　 木篤人　池田

　 　 　 　 なほみ　大宮俊恵　押谷由夫　他３３名

　 　 　 　 (２６３（総頁）頁)

32.教員免許更新ハンド 共 2009年2月 明治図書（総頁 （全体概要）平成２１年度より始まる「教員免許更新制」におい

ブック 　 　 265） て、どのような

　 　 　 　 内容の講義や授業が求められるのかについて、基本的なものを整理

　 　 　 　 し具体的内容

　 　 　 　 を示している。また、免許更新のカリキュラム作成基準や試験問題

　 　 　 　 予想等につい

　 　 　 　 てもまとめている。

　 　 　 　 （担当部分）「道徳・特別活動の指導」１３０〜１３８頁　教員免許

　 　 　 　 更新時の講

　 　 　 　 習において押さえるべき道徳教育、特別活動の内容についてまとめ

　 　 　 　 ている。

　 　 　 　 編者　山極隆　千々布敏弥　　執筆者　及川芙美子　善野八千子　

　 　 　 　 大竹晋吾　佐

　 　 　 　 藤敬子　小島宏　佐藤晴雄　押谷由夫　他１５名

33.道徳　小学校新学習 共 2009年1月 東洋館出版社（総 （全体概要）新学習指導要領における道徳教育の改善について論述

指導要 領ポイントと 　 　 頁210） すると共に特

授業づくり 　 　 　 に道徳の時間をどのように改善すればいいのかについて、具体的提

　 　 　 　 案と実践例を

　 　 　 　 まとめている。

　 　 　 　 （担当部分）「これからの道徳教育を共につくろう」１８６〜１９２

　 　 　 　 頁　これか

　 　 　 　 らの道徳教育のあり方について、学校を人間教育の場にすること、

　 　 　 　 教師自身の道

　 　 　 　 徳教育について考えること、道徳教育の基盤となる教育・学習環境

　 　 　 　 を整えること

　 　 　 　 、道徳教育の協力体制をつくること、各教科等における道徳教育を

　 　 　 　 充実させるこ

　 　 　 　 と、要としての道徳の時間を充実させること、学校・家庭・地域連

　 　 　 　 携を深めるこ

　 　 　 　 との７点から論じた。

　 　 　 　 編者　道徳教育改善研究会　執筆者　赤堀博行　朝倉喩美子　石井

　 　 　 　 梅雄　芋生修

　 　 　 　 一　植田清宏　大宮俊恵　生越詔二　押谷由夫　他２１名

34.改訂学習指導要領に 共 2008年12月 (第一法規) （全体概要）学習指導要領の改訂に伴う学校経営の改善について、

対応し た学校経営の 　 　 　 新学習指導要

展開　中学校 編 　 　 　 領の改訂のポイントと、趣旨を踏まえた経営課題の重点ポイント及

　 　 　 　 び、カリキュ

　 　 　 　 ラムマネージメントの実践について中学校に焦点化してまとめてい

　 　 　 　 る。

　 　 　 　 （担当部分）「道徳教育の充実」４４〜４９頁　特に新学習指導要領
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 の総則部分

　 　 　 　 において改善されたことについて解説をすると共に、具体的改善策

　 　 　 　 について論じ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 監修　天笠茂、　編著　尾木和英　草野一紀　執筆者　赤坂寅夫　

　 　 　 　 天笠茂　大野

　 　 　 　 容義　岡田行雄、小川崇　尾木和英　押谷由夫　河村久　草野一紀

　 　 　 　 　他２７名（総頁251）

35.小学校新学習指導要 　 2008年12月 明治図書 （全体概要）平成２０年３月に告示された新学習指導要領の改訂の

領の展 開　道徳編 　 　 　 要点とその趣

　 　 　 　 旨及びそれらを踏まえた実践上の課題と対応についてまとめた。　

　 　 　 　

　 　 　 　 （担当部分）１２〜１４頁　改正教育基本法に示された理念の具体

　 　 　 　 化、「生きる力」の育成、「豊かな心」を基盤とした「確かな学

　 　 　 　 力」について論述した。

　 　 　 　 編者　押谷由夫　福田富美雄、　執筆者　押谷由夫　福田富美雄　

　 　 　 　 小寺正一　島

　 　 　 　 恒生　他４１名(総頁２２８頁)

36.小学校学習指導要領 共 2008年8月 (教育出版)195頁 （全体概要）平成２０年３月に告示された新学習指導要領における

の解説 と展開　道徳 　 　 　 道徳教育の改

編 　 　 　 善について要点を解説すると共にそれに則た新しい道徳教育の指導

　 　 　 　 についてまと

　 　 　 　 めている。

　 　 　 　 （担当部分概要）２〜９ページ　　教育課程改善の基本方針につい

　 　 　 　 て、特に、教

　 　 　 　 育課程の改訂で重視されたこと、改正教育基本法と新学習指導要

　 　 　 　 領、「生きる力

　 　 　 　 」の理念、豊かな心重視の背景について論述した。

　 　 　 　 監修　安彦忠彦、　編者　押谷由夫　小寺正一、　執筆者　朝倉喩

　 　 　 　 美子　岩崎奈

　 　 　 　 緒美　押谷由夫　神笠雅司　他　１６名

37.『保育と道徳』 共 2006年4月 保育出版社 (全体概要)

　 　 　 （総頁数212） 　幼児期からの道徳教育の必要性が叫ばれている。従来道徳性の育

　 　 　 　 成は道徳的判断力のつく小学校からとしていたが、幼児期において

　 　 　 　 道徳性の芽生えをはぐくむ教育の必要性が主張されている。その背

　 　 　 　 景と具体的取組みについてまとめた。

　 　 　 　 (担当部分)全体の編集と9-14頁

　 　 　 　 （概要)　　幼児期において道徳教育をどのように押さえ取り組んで

　 　 　 　 いけばいいのかについて提案した。とくに、行動基準の形成と道徳

　 　 　 　 教育の関連性をおさえ、幼児期からの道徳教育の必要性を強調し

　 　 　 　 た。(編者：小田豊、押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、小田豊、森光

　 　 　 　 義昭、田沼茂紀、尾高重明、横山文樹、松本淳、石井正子)

38.『道徳授業の新しい 共 2005年9月 明治図書 （全体概要）

アプローチ』 　 　 （総頁数191頁） 　小学校中学校では、道徳の時間における指導方法について関心が

　 　 　 　 高まっている。本書は、今日の道徳の時間の授業展開において取り

　 　 　 　 組まれている代表的な10の方法を取り上げ、それぞれの理論と実践

　 　 　 　 を紹介している。

　 　 　 　 （担当部分）116－122頁

　 　 　 　 （概要）　私の主張する「総合単元的道徳学習」について、理論的

　 　 　 　 な押さえを行った。特に、子どもたちの意識の連続性と道徳の時間

　 　 　 　 が中核的役割が果たせるようにすることを基本に論述した。

　 　 　 　 （編者：諸富祥彦　分担執筆：諸富祥彦、小高正浩、斉藤優、林泰

　 　 　 　 成、田原早苗、渡辺弥生、橋本由美子、荒木紀幸、鈴木憲、中村正

　 　 　 　 志、押谷由夫、長井圭子、伊藤啓一、加藤英樹、土田雄一、清水保

　 　 　 　 徳）

39.学校新時代の教育・ 共 2005年7月 東洋館出版社 （全体概要）

教師 　 　 （総頁数220頁） 　今日の学校に求められる教師のあり方について、まとめたもので

　 　 　 　 ある。21世紀の学校と教育、生きる力を育成する学校、新しい教育

　 　 　 　 の実践者としての教師、の3部構成から成り、実践や理論を踏まえて
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 論述している。

　 　 　 　 （担当部分）60-67頁、90-96頁

　 　 　 　 （概要）いつの時代にも変わらない、豊かな人間性と教育愛をもっ

　 　 　 　 た教師をどのように育てていくか、また、とくに道徳教育の指導が

　 　 　 　 できる教師になるための心構えや指導方法等について論述した。

　 　 　 　 （編者：成田國英、宮川八岐　分担執筆：成田國英、宮川八岐、吉

　 　 　 　 富芳正、嶋野道弘、押谷由夫、新富康央、村越晃、北俊夫、有村久

　 　 　 　 春）

40.現代教育の原理と方 共 2004年7月 勁草書房 （全体概要）

法 　 　 （総頁数220頁） 　今日的視点から教育原理の基礎知識を整理し、最新の課題や歴史

　 　 　 　 的事項、臨床的問題を取り上げその対応について、具体的実践、行

　 　 　 　 政的施策等も踏まえて論及している。

　 　 　 　 （担当部分）134-148頁

　 　 　 　 （概要）　「道徳・特別活動の原理と方法」を担当。今日の学校教

　 　 　 　 育における道徳・特別活動の現状と課題、具体的対応について最新

　 　 　 　 の資料をもとに論じた。

　 　 　 　 （編者：安彦忠彦、石堂常世、分担執筆：安彦忠彦、石堂常世、麻

　 　 　 　 柄啓一、小松郁夫、湯川次義、藤井千春、白石裕、長島啓記、葉養

　 　 　 　 正明、三尾忠男、押谷由夫、古賀毅、鈴木康明、柘植雅義、池田和

　 　 　 　 司）

41.道徳の授業 　　　　 共 2003年8月 教育出版 （全体概要）

（全6巻） 　 　 　（各巻総頁数　 　小学校の各学年ごとに道徳授業の実践について、学校現場で実際

　 　 　 約130頁） に指導している最先端の事例を紹介し、解説を加え、新しい道徳の

　 　 　 　 授業の動向と実際を明らかにしている。

　 　 　 　 （担当部分）各巻2-14頁

　 　 　 　 （概要）　全体の企画と編集を担当した。また、それぞれの全事例

　 　 　 　 に対してコメントを加えた。さらに、巻頭論文でこれからの道徳教

　 　 　 　 育の課題と展望について述べている。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、馬庭直樹、水野生康、三

　 　 　 　 浦文恵、池田幸江、香川和代、佐藤さくら、青木将英、泰地京子、

　 　 　 　 永井裕、八木下陽子、大沼あゆみ、平良徳、川路道文、岡田佳子、

　 　 　 　 漆山仁志）

42.最新教育基本用語 共 2003年6月 小学館 全体概要）

　 　 　 　（総頁数450頁） 　新学習指導要領に対応した、教育基本用語を洗い出し、各分野ご

　 　 　 とに基本用語の解説を行っている。

　 　 　 　 （担当部分）　234-243頁を担当

　 　 　 　 （概要）　道徳教育を担当した。道徳教育の理解をするための基本

　 　 　 　 用語を新学習指導要領の理解を深めることを中心として抽出し、そ

　 　 　 　 の解説を行った。

　 　 　 　 （編者：米村明彦　分担執筆：水元徳明、榎本博明、浜田博文、天

　 　 　 　 笠茂、平井貴美代、小野田正利,浅田昇平、牛渡淳、山崎保寿、加藤

　 　 　 　 幸次、村川雅弘、田中耕治、押谷由夫、堀井啓幸、佐藤群衛、石川

　 　 　 　 哲也）

43.さわやかマナー 　　 共 2003年4月 玉川大学出版部 （全体概要）

　（全3巻） 　 　 　（各巻総頁数 　道徳教育にとって最も大切な基本的生活習慣の育成を図るための

　 　 　 120頁） 子ども用の教材を開発した。（担当部分）各巻　1-5頁

　 　 　 　 （概要）　全体の企画と編集を担当した。それぞれの巻に自作資料

　 　 　 　 を１編ずつ開発し掲載している。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫、小川信夫、岩崎明　分担執筆：小川信夫、岩崎

　 　 　 　 明、押谷由夫、永井昭、岡部由美子、永井かおり、石塚民子、井上

　 　 　 　 さやか、乙訓武石、大下久美子、小野正、及川道雄）

44.道徳の指導法 共 2003年4月 玉川大学出版部 （全体概要）

　 　 　 　（総頁数179頁） 　教育職員免許法の改定に伴い、道徳の指導法が新しく設けられ

　 　 　 た。従来、道徳教育の研究において理論的な指導が主であったの

　 　 　 　 が、道徳の授業の指導のあり方に力点をおいた指導が求められてい

　 　 　 　 る。その趣旨にしたがったテキストを作成した。

　 　 　 　 　（担当部分）131-147頁

　 　 　 　 （概要）「学校、家庭、地域社会」を担当。これからの道徳教育に

　 　 　 　 おいて学校、家庭、地域の連携は不可欠である。そのことは今まで
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 も言われてきたことである。どう具体化するかが問われる。本稿で

　 　 　 　 はいかに地域を巻き込んだ道徳学習を計画するかを中心にまとめ

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 （編者：村田昇　分担執筆：村田昇、生馬寛信、坂越正樹、押谷由

　 　 　 　 夫、堺正之、冨江英俊、長野正、林忠幸、村田昇、渡辺満）

45.学校における外部人 共 2003年4月 学校ボランティア （全体概要）

材の活用の在り方に 　 　 活動研究会（代表 　文部科学省が進めようとしている外部人材を活用した学校教育の

関する実践的研究 　 　 　 　熱海則夫） あり方について、理論的検討を行うとともに、実態及び課題を明ら

　（平成14年度文部 　 　 　（総頁数87頁） かにし今後に向けての提案を行う。

科学省委託研究） 　 　 （担当部分）3-6頁

　 　 　 　 （概要）　これからの学校教育における外部人材活用の必要性につ

　 　 　 　 いて、理論的に明らかにした。特に、これからの学校が、家庭や地

　 　 　 　 域との連携が不可欠であること、子どもの未来を生きる力を育成す

　 　 　 　 るには様々な分野の専門家や人々の協力が不可欠なことなどを論述

　 　 　 　 した。

　 　 　 　 （分担執筆：押上武文、成田國英、押谷由夫、小川哲男、井出一

　 　 　 　 雄、内藤幹夫、増山博、松本忠志柳辰男）

46.青少年の体験活動・ 共 2003年4月 国立教育政策研究 （全体概要）

ボランティア活動 　 　 所　社会教育実践 　中央教育審議会答申「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等

　 　 　 研究実践センター について」（平成14年7月）で提案された青少年の体験活動・ボラン

　 　 　 ティア活動をどのように充実させていくかを提案するものである。

　 　 　 　（総頁数142頁） 本書では特に「事前学習」プログラムについて、実態調査等を基に

　 　 　 論究している。

　 　 　 　 （担当部分）　9-13頁

　 　 　 　 （概要）　「学校が実施する事前学習」を担当。学校における体験

　 　 　 　 活動・ボランティア活動をすすめる意義と事前学習プログラムを作

　 　 　 　 成する際のポイントについてまとめた。

　 　 　 　 （分担執筆：興梠寛、永井順國、押谷由夫、井上講四、岩崎久美

　 　 　 　 子、木村清一、大滝富夫、多田元樹、真柄正幸、結城光夫）

47.子ども支援の教育社 共 2002年9月 北大路書房 （全体概要）

会学 　 　 　（総頁数198頁） 　教育社会学の今日的研究を踏まえて、教育社会学の最新のテキス

　 　 　 トとして利用できるように編集している。子どもの発達のステージ

　 　 　 　 を社会とのかかわりで捉える第１部と、社会の中の学校・学校社会

　 　 　 　 を分析する第２部と、社会の変化がもたらす子どもの現状を分析す

　 　 　 　 る第３部で構成している。

　 　 　 　 （担当部分）　71-81頁

　 　 　 　 （概要）　学校における教育課程の機銃を定める学習指導要領が、

　 　 　 　 どのような経緯を経て作られていくのかを、平成１０年に改訂され

　 　 　 　 た学習指導要領を例にして分析した。

　 　 　 　 （編者：南本長穂、伴恒信　分担執筆者：新堀通也、伴恒信、加野

　 　 　 　 芳正、安東由則、白松賢、南本長穂、押谷由夫、太田佳光、須田康

　 　 　 　 之、山田浩之、村上登司文、村上光朗、伴京子）

48.世界の道徳教育 共 2002年4月 玉川大学出版部 (全体概要)

　 　 　 　　（総頁数212 　ユネスコが世界の英知を集めて各国の道徳教育の基礎と背景につ

　 　 　 頁） いてまとめた道徳教育特集号から選んで翻訳したものと、独自の論

　 　 　 　 文をあわせて編集している。

　 　 　 　 (担当部分)　　148-179頁

　 　 　 　 （概要)　全体の編集と｢日本の道徳教育の特徴とこれからの方向｣を

　 　 　 　 担当。我が国の道徳教育の特徴について、歴史的変遷と教育課程に

　 　 　 　 おける独自の位置付け、及びこれからの目指す方向について国際的

　 　 　 　 視野から論述した。

　 　 　 　 (訳編者：押谷由夫、伴恒信　分担執筆：伴恒信、押谷由夫　翻訳協

　 　 　 　 力：井上星児、伴京子、井上香里、井上武)

49.生きる力を育てる教 共 2002年1月 黎明書房 (全体概要)

育へのアプローチ 　 　 　　(総頁数194 　これからの学校教育のキーワードである生きる力について、個を

　 　 　 頁) 生かす集団学習という立場から具体的な分析を行うとともに、学校

　 　 　 　 の改善方策を示す。

　 　 　 　 （担当部分）　50-72頁

　 　 　 　 （概要）　｢道徳教育へのアプローチ｣を担当。個と集団の成長をと
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 もに考える学習集団論は、生きる力を育てるこれからの学校教育に

　 　 　 　 おいてますます重要であることを指摘し、そのことと道徳教育との

　 　 　 　 関連について詳述した。

　 　 　 　 (編者：高旗正人、相原次男　分担執筆：相原次男、高旗正人、押谷

　 　 　 　 由夫、倉田侃司、野村幸治、新富康央、小田豊、南本長穂、太田佳

　 　 　 　 光)

50.｢道徳の時間｣成立過 単 2001年4月 東洋館出版社 我が国の戦後の道徳教育の確立に向けての変遷を明らかにするとと

程に関する研究 　 　 　　（総頁数307 もに、昭和３３年に道徳の時間が特設された経緯について明らかに

　 　 　 頁） した。特に、従来の研究は、道徳の時間特設反対の立場からのもの

　 　 　 　 がほとんどであったが、本研究によって、文部省内部においてどの

　 　 　 　 ような検討がなされていたのか、また道徳の時間を特設することで

　 　 　 　 何を意図していたのかを詳細な資料をもとに論究した。

51.教師はどう変わるべ 　 2000年11月 教育開発研究所 (全体概要)

きか 　 　 　　（総頁数239 　21世紀の学校教育改革において、教師は重要な役割を果たさねば

　 　 　 頁） ならない。特にこれからの教育が目指す｢生きる力｣を育成できる教

　 　 　 　 師の力量をどのように身につけていけばいいのかについて論述して

　 　 　 　 いる。

　 　 　 　 （担当部分）　147-151頁

　 　 　 　 （概要）　「生き方をはぐくむ道徳教育を推進する教師の力量」を

　 　 　 　 担当。道徳教育を自信をもって取り組める教師になることが不可欠

　 　 　 　 であるが、そのために必要な力量についての具体的な指標と評価方

　 　 　 　 法について提案した。

　 　 　 　 （編者：高階玲治　分担執筆：高階玲治、高倉翔、児島邦宏、押谷

　 　 　 　 由夫、春日昭、藤川信利、成田喜一郎、永田明弘、金子清、北俊

　 　 　 　 夫、寺尾良雄、中野重人）

52.観察・実験，見学・ 共 2000年7月 教育開発研究所 (全体概要)

調査活動の指導テク 　 　 　　(総頁数238 　総合的な学習に時間をはじめとして，新教育課程においては、体

ニックとプラン 　 　 頁) 験的な学習や問題解決的な学習が重視される。その際特に必要とさ

　 　 　 　 れる観察・実験及び見学・調査の指導方法と指導計画についてまと

　 　 　 　 めている。

　 　 　 　 (担当部分)　　237-239頁

　 　 　 　 （概要)　｢自己実現によって自信と能力を創る｣を担当。子どもたち

　 　 　 　 一人一人が自分に自信をもち、能力をはぐくんでいくためには、自

　 　 　 　 己実現を図る教育が不可欠である。そのための具体的方法について

　 　 　 　 論述した。

　 　 　 　 (編者：佐島群巳　分担執筆：佐島群巳、宮本恵子筒井道子、井上美

　 　 　 　 知子、田中力、小坂靖久、斎藤真紀、小林博美、新川健司、角屋重

　 　 　 　 樹、無藤隆、景山清四郎、宮本光男、押谷由夫)

　 　 　 　

53.総合ユニット方式に 共 2000年5月 東洋館出版 （全体概要）

よる道徳学習 　 　 　　(総頁数169 　２１世紀型の道徳学習の新しい方法として、総合ユニット方式を

　 　 　 頁) 提案。その構造と具体的実践レイを詳述実している。

　 　 　 　 （担当部分）　156-168頁

　 　 　 　 （概要）　「豊かな自分づくりの基盤となる道徳教育を」を担当。

　 　 　 　 これからの道徳教育の課題を，一人一人の子どもたちが豊かに自分

　 　 　 　 を創っていけるようにすることだととらえ、そのための指導方法と

　 　 　 　 しての総合ユニット方式の有効性と、具体的な授業改善の実践例に

　 　 　 　 ついて論述している。

　 　 　 　 （分担執筆：植田清宏、山口昌則、押谷由夫）

54.新小学校教育課程講 共 1999年11月 ぎょうせい （全体概要）

座 　　「道徳」 　 　 　　（総頁数278 平成１０年に告示された新しい学習指導要領の全体的な改善のポ

　 　 　 頁） イントと道徳の改善の解説とその趣旨を生かした道徳教育の具体的

　 　 　 　 展開について、論述した。

　 　 　 　 （担当部分）　20-61頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「道徳の改訂に向けての提案」を担当。中央

　 　 　 　 教育審議会答申や教育課程審議会答申から実際の改訂までの経緯及

　 　 　 　 び改善の全体についてまとめる。

　 　 　 　 （編者：伊藤隆二、押谷由夫　分担執筆：伊藤隆二、村田昇、押谷

　 　 　 　 由夫 、飯田稔、伊藤啓一、上杉賢士、太田佳光、大宮俊恵、小野健
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 知、加賀谷かおる、加藤一雄、金井肇、上園恒太郎、木村恵子、木

　 　 　 　 村良平、小寺正一、堺正之、坂本哲彦、笹井和郎、佐藤幸治、新宮

　 　 　 　 弘識、永田繁雄）

55.新しい道徳教育の理 単 1999年9月 東洋館出版 今日の道徳教育に対する批判を正面から取り上げ、それを克服する

念と方法 　 　 　　（総頁数209 ための道徳教育の在り方について論述した。特に子どもたち一人一

　 　 　 頁） 人が夢や可能性を信じ、希望と勇気をもって生きられる道徳教育の

　 　 　 　 展開を提唱した。

56.豊かな人間性や社会 共 1999年9月 ぎょうせい 全体概要）

性、国際社会に生き 　 　 　（総頁数182頁） 今回の教育課程の改訂の基本方針の第１に掲げられた豊かな人間

る日本人 　 　 性や社会性、国際社会に生きる日本人の育成について、基本的な押

　 　 　 　 さえと具体的課題について論述する。

　 　 　 　 （担当部分）　76-101頁

　 　 　 　 （概要）　「心の教育と学校教育」を担当。特に学校における心の

　 　 　 　 教育をどのように改善していけばいいのかを、心に響く道徳教育の

　 　 　 　 確立という視点から、論述した。

　 　 　 　 （編者：山極隆、無藤隆　分担執筆：草原克豪、高橋ヨシ子、押谷

　 　 　 　 由夫、服部祥子、村上美智子、渡辺三枝子、木下康彦、佐藤群衛）

　 　 　 　

57.小学生の心の教育 共 1999年9月 日本図書センター （全体概要）

　 　 　 小学校における心の教育を展開する上で基本となる押さえとそれ

　 　 　 　　（総頁数241 をいかに実現していくかを、先進的な実践を行っている学校の事例

　 　 　 頁） を紹介しながら示している。

　 　 　 　 （担当部分）　9-16頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「小学校における心の教育の展開」を担

　 　 　 　 当。総合的な学習の時間を体験による道徳教育の時間として位置づ

　 　 　 　 け、道徳の時間と総合的な学習の時間を２つの柱として道徳教育を

　 　 　 　 展開することを提案する。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫、高島元洋　分担執筆：高島元洋、無藤隆、押谷

　 　 　 　 由夫 、南本長穂、宮本直和、片岡徳雄、永田繁雄、村田昇、中山和

　 　 　 　 彦、上田昌彦、高橋初男、田中康善、金澤滋典、浅川陽子、後藤美

　 　 　 　 代子、小林優子、木村恵子、広瀬仁郎、上杉賢士、奥嶋勇、中村克

　 　 　 　 巳、土橋照子、奥山夫佐）

58.心の教育 共 1999年9月 教育開発研究所 （全体概要）

　 　 　 　　（総頁数297 心の教育の基本的課題を明らかにし、心の教育の基盤となる取組

　 　 　 頁） を中心に特色ある学校づくりをしている実践を紹介し、これからの

　 　 　 　 心の教育の方向性を示している。

　 　 　 　 （担当部分）　8-13頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「新しい時代を拓く心をどう育てるか」を

　 　 　 　 担当。豊かに自分の未来を拓いていくには、人間としてどう生きる

　 　 　 　 かを基盤とした目標と基礎的能力、知識・技能、そして自由の必要

　 　 　 　 性を論じ、具体的な実践の手だてを示した。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫、七條正典　分担執筆：押谷由夫、七條正典、池

　 　 　 　 島徳大、荒木徳也、明石要一、橋本誠司、大宮俊恵、橋本弘子、前

　 　 　 　 田重人、長島清、渡辺周行、大田佳光、福嶋隆幸、森貞弘道、竹内

　 　 　 　 善一）

　 　 　 　

59.新しい教育課程と学 　 1999年7月 東洋館出版 （全体概要）

習指導の実際「道 　 　 　　（総頁数207 平成１０年に告示された新しい学習指導要領の道徳の内容の解説

徳」 　 　 頁） とその趣旨を生かした道徳教育の具体的展開について、そのポイン

　 　 　 　 トと具体例を論述した。

　 　 　 　 （担当部分）　8-48頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「今回の改訂の全体的な方針と道徳教育に

　 　 　 　 関する改善」を担当。改善の具体について、目標、内容、指導の方

　 　 　 　 法の全体にわたって論述し、これからの道徳教育の方向を示した。

　 　 　 　

　 　 　 　 （編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、広瀬仁郎、永田繁雄、大

　 　 　 　 宮俊恵、坂本直子、籾井俊幸、杉谷睦生、小林優子、寺岡清、宇野

　 　 　 　 成佳、土田暢也、穴吹直美）

60.総合的な学習の時間 共 1999年1月 教育開発研究所 （全体概要）
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又は学会等の名称 概要

1 著書
の全課題徹底理解 　 　 　　（総頁数252 新しく創設される総合的な学習の時間の理解と指導方法、条件整

　 　 　 頁） 備、評価について、基本的な課題を論述し、先進的な実践事例を紹

　 　 　 　 介しつつ、具体的方向を示す。

　 　 　 　 （担当部分）　54-58頁

　 　 　 　 （概要）　「自己の生き方についての自覚をどうとらえる」を担

　 　 　 　 当。総合的な学習の時間は、体験をベースとして思考力、判断力、

　 　 　 　 表現力等を身に付けるとともに、それらの学習を通して自らの生き

　 　 　 　 方について考えを深めようとするものであるが、その具体について

　 　 　 　 論考した。

　 　 　 　 （編者：中野重人　分担執筆：中野重人、無藤隆、押谷由夫、荒木

　 　 　 　 まつえ、安東みはる、村上幸恵、長谷豊、庭野優子、西牧康彦、高

　 　 　 　 木昭子、清水雅子、江頭智子、宇賀神佳子、今村好雄、岩本反子 ）

　 　 　 　

　 　 　 　

61.青少年の心の荒廃と 共 1998年10月 教育開発研究所 （全体概要）

心の教育 　 　 　　（総頁数214 青少年の心の荒廃を実証する事件や問題が続出しているが、その

　 　 　 頁） 原因の根本は、戦後５０余年もの間、大人が心の教育を怠ってきた

　 　 　 　 当然の結果ではないかととらえ、その克服を提案する。

　 　 　 　 （担当部分）　186-189頁

　 　 　 　 （概要） 「体験活動と道徳の時間」を担当。道徳的価値の自覚を深

　 　 　 　 め道徳的実践力を培う道徳の時間の指導において、体験活動とどの

　 　 　 　 ように関連をもたせればいいのかについて論述した。

　 　 　 　 （編者：尾田幸雄　分担執筆：尾田幸雄、古畑和孝、押谷由夫 、吉

　 　 　 　 永幸司、松本謙一、佐野美治

　 　 　 　 福嶋隆幸、中島久之、松井奈津子、藤井登志子、脇田典子、腰塚宗

　 　 　 　 一、高橋初男、山田親朝、奥田和幸、松本清史、南昌成、赤島貞

　 　 　 　 子、谷口晃、内田誠、伊藤隆二）

62.家族や家庭を大切に 共 1998年9月 明治図書 （全体概要）

する心を育てる 　 　 　　(総頁数175 家族に関する課題は、日本社会が抱える最も深刻なものの一つで

　 　 　 頁) ある。学校教育においても、家族や家庭を愛する心の育成を真剣に

　 　 　 　 考えねばならない。その際の留意点やポイントを述べ、全国の優れ

　 　 　 　 た実践を紹介している。

　 　 　 　 （担当部分）　2-10頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「家族や家庭を愛する心を育てるポイント」

　 　 　 　 を担当。感謝する心を基本とし、親（保護者）とのかかわりを振り

　 　 　 　 返ることから自らの在り方を探れるようにすることを提案した。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、新堀通也、加地伸行、林

　 　 　 　 道義、服部祥子、望月嵩、山口理、小林優子、田村照子、山本美

　 　 　 　 幸、森志津子、広瀬仁郎、長谷川節子）

　 　 　 　

63.豊かな人間性・社会 共 1998年5月 教育開発研究所 （全体概要）

性の育成 　 　 　　　(総頁数230 豊かな人間性、社会性の育成について、各学問分野の第一線（活

　 　 　 頁) 躍されている研究者による提言や子どもたちの生の声、具体的実践

　 　 　 　 例等をまとめて編集している。

　 　 　 　 （担当部分）　3-12頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「豊かな人間性、社会性をはぐくむため

　 　 　 　 に」を担当。心の教育、道徳教育の今日的意義について論じ、特に

　 　 　 　 愛、大志、未来をひらく心の大切さを具体的に提案している。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、大原健士郎、恒吉僚子、

　 　 　 　 加藤秀俊、佐伯胖、木村治美、奥井智之、野原明、相良亨、中川志

　 　 　 　 郎、小林司、藤田英典、真仁田昭、奥井智久、熊谷文枝、森田孝、

　 　 　 　 大河内良雄、綾部恒雄、和田修二）

64.未来をひらく道徳教 共 1998年4月 保育出版社 （全体概要）

育の 研究　　 　 　 　　(総頁数231 これからの道徳教育を、未来をひらくをキーワードに、道徳教育

　 　 　 頁) の歴史や外国の道徳教育、学校における道徳教育の実際等をもと

　 　 　 　 に、具体的に論じている。

　 　 　 　 （担当部分）　15-22頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「これからの道徳教育に求められるもの」を

　 　 　 　 担当。人間存在の危機への対応、人工的環境との共存の課題、急か
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単著・
共著書別
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1 著書
　 　 　 　 される社会、急かされる生活への対応等をもとに論述した。

　 　 　 　 （編者：中野重人、押谷由夫　分担執筆：中野重人、押谷由夫、今

　 　 　 　 村光章、佐藤幸治、岩間秀行、梅木松助、小川澄江、原田友之、原

　 　 　 　 雄一郎、伴恒信、坂本雅彦、高橋弘道、平山文夫、小林洋文、徳永

　 　 　 　 悦郎、新宮弘識、大森弘、岩本俊夫、高場昭次）

65.豊かな個性を育む授 共 1998年1月 教育開発研究所 （全体概要）

業 　 　 　　（総頁数259 　これからの授業のあり方について、最新の理論と実践を元に、豊

　 　 　 頁） かな個性を育むという視点から第一線で活躍している研究者や実践

　 　 　 　 者に提案をしてもらっている。

　 　 　 　 （担当部分）22-25頁

　 　 　 　 （概要）授業において、豊かな人間性をどのように育んでいくの

　 　 　 　 か、道徳の時間での指導はもちろんのこと、各教科等の授業におい

　 　 　 　 ても、道徳性の育成にかかかわる指導をどのように行えばよいのか

　 　 　 　 について論述した。

　 　 　 　 （編者：加藤幸次、押谷由夫　分担執筆：加藤幸次、押谷由夫、浅

　 　 　 　 沼茂、中澤米子、嶺岸秀一、内藤俊史、押谷慶昭、小山儀秋、愛野

　 　 　 　 良治）

　 　 　 　

66.生きる力をはぐくむ 共 1997年11月 ぎょうせい （全体概要）

　 　 　 　　　(総頁数214 これからの教育のキーワードになっている「生きる力」の育成に

　 　 　 頁) ついて、創造的知性、心の教育、健康の教育の構造を明らかにし、

　 　 　 　 ゆとりや学校・家庭・地域社会の連携、授業改善の方法等について

　 　 　 　 分析している。

　 　 　 　 （担当部分）　42-66頁

　 　 　 　 （概要）　「生きる力の基盤を培う心の教育」を担当。生きる力の

　 　 　 　 基盤は、人間としてどう生きるかを学ぶ道徳教育・心の教育であ

　 　 　 　 る。その役割を果たすための道徳教育・心の教育の在り方について

　 　 　 　 論述した。

　 　 　 　 （編者：河野重男　分担執筆：河野重男、児島邦宏、伴恒信、新富

　 　 　 　 康央、押谷由夫、南本長穂、新堀通也、小川信夫、井上範子、片岡

　 　 　 　 徳雄、相原次男 ）

67.生命を大切にする心 共 1997年1月 生命を大切にする （全体概要）

を育てる 　 　 心を育てる 道徳性の育成にとって最も根本にある生命を大切にする心の育成に

　 　 　 　 ついて、基本的な実践上の課題を明確にし、全国からの優れた実践

　 　 　 　 を集めて編集している。

　 　 　 　 （担当部分）　7-14頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「生命を大切にする心を育てる道徳教育のた

　 　 　 　 めに」を担当。生命があることを喜ぶ、生活のリズムを大切にす

　 　 　 　 る、ともに生きることの大切さを感得するという視点から具体的実

　 　 　 　 践について提案した。

　 　 　 　 編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、伊藤隆二、和井内良樹、広

　 　 　 　 瀬仁郎、木村恵子、山口理、坂部俊次、鳥越小百合、斎藤真弓、須

　 　 　 　 戸由広、森口健司、加曽利和夫、大野要子、夏目はる子、浅見正

　 　 　 　 弘、森江照、稲住和夫、中尾聡彦、吉澤貞夫、石川雅治、牧正吾、

　 　 　 　 岡村正義、中村哲雄）

68.教育大変な時代 共 1996年6月 　教育開発研究所 （全体概要）

　 　 　 今日の教育界をみれば、教育大変な時代といえる。社会の批判の

　 　 　 　　　(総頁数271 目にさらされ、子どもからは反発され、親や教師自身も自信を失っ

　 　 　 頁) ていく。このような現状分析し、乗り切る方法を提案する。

　 　 　 　 （担当部分）　217-228頁

　 　 　 　 （概要） 「心の教育（道徳教育）の現状と今後の展望」を担当。

　 　 　 　 教育大変な時代の最も大きな課題は道徳教育の充実である。道徳教

　 　 　 　 育大変な時代においていかに再生を図るかを提唱した。

　 　 　 　 （編者：新堀通也　分担執筆：新堀通也、黒羽亮一、高橋史朗、加

　 　 　 　 野芳正、秦政春、伴恒信、木田宏、下村哲夫、柴野昌山、有園格、

　 　 　 　 山本恒夫、住岡英毅、瀬沼克彰、仙崎武、渡辺久義、押谷由夫、藤

　 　 　 　 岡完治、菅井勝雄、安彦忠彦）

69.生きぬく力を育てる 共 1996年4月 教育開発研究所 全体概要）

心の教育 　 　 　　(総頁数262 これからの教育は、変動の激しい社会を豊かな心をもちたくましく
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1 著書
　 　 　 頁) 生きぬく力を育成しなければならない。そのことにかかわって、各

　 　 　 　 学問分野等の第一線で活躍されている識者からの提言と、具体的実

　 　 　 　 践例等について述べられている。

　 　 　 　 （担当部分）　1-19頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「チャートなき時代の心の教育を問う」を

　 　 　 　 担当。今日の道徳教育混迷の背景を戦後の教育から解明し、これか

　 　 　 　 らの道徳教育の在り方について、学校、家庭、地域社会にわたって

　 　 　 　 提案した。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、今道友信、太田次郎、尾

　 　 　 　 田幸雄、加地伸行、勝田吉太郎、勝部真長、上寺久雄、国分康孝、

　 　 　 　 小林登、新堀通也、高橋長逸、永岡順、中野重人、西澤潤一、西部

　 　 　 　 邁、服部祥子、日野原重明、藤田正勝、村井実）

70.新しい学力観 共 1996年4月 ぎょうせい （全体概要）

　 　 　 　　(総頁数287 平成３年の指導要録の改訂以来、関心、意欲、態度をはじめ、思

　 　 　 頁) 考力、判断力、表現力等を優先させた教育改革が進められている。

　 　 　 　 その理論的、実践的な分析を行い、これからの方向を示している。

　 　 　 　

　 　 　 　 （担当部分）　252-266頁

　 　 　 　 （概要） 「新学力観の基盤となる道徳・特別活動」を担当。特に

　 　 　 　 道徳教育、特別活動は、本来新学力観の理念をもとに展開されてき

　 　 　 　 た。そのことを確認しつつ、具体的な改善について論述した。

　 　 　 　 （編者：下村哲夫、分担執筆：下村哲夫、佐々木俊介、押谷由夫、

　 　 　 　 南本長穂、加野芳正、村上光朗、伴恒信、河野重夫）

　 　 　 　

71.思いやりの心を育て 共 1995年7月 明治図書 （全体概要）

る 　 　 　　(総頁数215 今日もっとも必要とされる思いやりの心の育成を、道徳の時間を

　 　 　 頁) 中心として学校教育全体、家庭や地域社会との連携をもとに理論

　 　 　 　 的、実践的に論及している。

　 　 　 　 （担当部分）　7-11頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「思いやりの心をいかにはぐくむか」を担

　 　 　 　 当。思いやりの心を関係性のなかではぐくまれるものであり、社会

　 　 　 　 的人間として生きていく上で不可欠なものであり、人間のみなら

　 　 　 　 ず、自然や社会、自己自身との関係においても発揮されるものとと

　 　 　 　 らえ論じた。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫　分担執筆：押谷由夫、齊藤勝、飯田徹、富田愛

　 　 　 　 子、中島健次郎、佐久間雅代、佐藤幸治、梶谷悟、新田将人、石井

　 　 　 　 芳則、加藤孔子、竹本恭子、広浜学、中平恵美子、希代修、宮脇さ

　 　 　 　 よ子、高見沢正善）

　 　 　 　

72.総合単元的道徳学習 単 1995年7月 文渓堂 　道徳教育の本来の役割を果たす指導の在り方を、総合単元的な道

論の提唱 　 　 　　(総頁数239 徳学習という新しい考え方を提案し、具体的にどう考え、実践化し

　 　 　 頁) ていけばいいのかを詳述した。

73.心を育てる学校教育 単 1995年7月 　光文書院 道徳教育は、学校教育の中核として位置づけられねばならない。そ

の創造 　 　 　　　(総頁数223 れはどういうことなのかを、学校経営、学級経営とも絡ませながら

　 　 　 頁) 明らかにし、具体的展開について論述した。

74.教科外指導の課題 共 1995年6月 学文社 （全体概要）

　 　 　 　(総頁数252頁) 学校教育において軽視されがちな教科外の教育について、その学

　 　 　 　 校教育全体における位置づけと役割を明らかにし、具体的展開につ

　 　 　 　 いて論述している。

　 　 　 　 （担当部分）　44-57頁

　 　 　 　 （概要） 「『道徳』の歴史的背景と教育的役割」を担当。教科外

　 　 　 　 の教育に位置づけられる「道徳」について、その成立過程、理論的

　 　 　 　 裏付け、その展開の歴史と現状について分析した。

　 　 　 　 （編者：麻生誠　分担執筆：麻生誠、松本良夫、押谷由夫、秦政

　 　 　 　 春、伴恒信、南本長穂、新富康央、加野芳正、山崎博敏、太田佳

　 　 　 　 光、菊井高雄）

　 　 　 　

75.道徳教育新時代 単 1994年12月 国土社 これからの道徳教育の在り方について、特に子どもたちに夢や希望

　 　 　 　　(総頁数183 をはぐくみ、生きる喜びを味わえるようにしていくことを、理論的
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1 著書
　 　 　 頁) に追究するとともに、具体的な実践についても提案を行なった。

76.現代学校教育の社会 共 1994年1月 　福村出版 （全体概要）

学 　 　 　　　(総頁数333 教育社会学の手法を用いて、今日の学校教育がかかえる課題や現

　 　 　 頁) 状の分析を行い、教育社会学の魅力とこれからの新しい研究課題や

　 　 　 　 方法について論述している。

　 　 　 　 （担当部分）　211-225頁

　 　 　 　 （概要） 「総合単元的な道徳学習論」を担当。学校教育最大の課

　 　 　 　 題である道徳教育の具体的展開を、総合単元的な道徳学習論という

　 　 　 　 視点を提案し、その妥当性と可能性について論じた。

　 　 　 　 （編者：片岡徳雄　分担執筆：片岡徳雄、原田彰、押谷由夫 、伴恒

　 　 　 　 信、南本長穂、新富康央、村上光朗、菊井高雄）

77.道徳教育 共 1993年1月 ミネルバ書房 全体概要）

　 　 　 　　(総頁数196 道徳教育の全体について、新しい道徳教育の理念と課題、道徳教

　 　 　 頁) 育と人間存在、道徳性の発達、歴史、全教育活動を通しての道徳教

　 　 　 　 育、道徳の時間における指導論、学校と家庭・地域社会との連携、

　 　 　 　 世界の国々における道徳教育について論述している。

　 　 　 　 （担当部分）　76-101頁

　 　 　 　 （概要） 全体の編集と「新しい道徳教育の理念と課題」を担当。

　 　 　 　 子どものよさに着目し、よさを生かし伸ばす道徳教育、道徳の時間

　 　 　 　 の展開と評価について論考した。

　 　 　 　 （編者：押谷由夫、内藤俊史　分担執筆：押谷由夫、佐藤幸治、内

　 　 　 　 藤俊史、米山光儀、村山正明、斎藤勉、矢口悦子、西村重夫）

78.道徳教育原論 共 1991年12月 福村出版 （全体概要）

　 　 　 　(総頁数233頁) 道徳教育は学校教育において最高のかつ究極的な地位が与えられ

　 　 　 　 ねばならないものである。そのことを本質的、基礎的理論の探究を

　 　 　 　 もとに明らかにし、具体的方法についても論述している。

　 　 　 　 （担当部分）　149-174頁

　 　 　 　 （概要） 「道徳教育の場面Ⅲ－学校」を担当。学校において道徳

　 　 　 　 教育がどのような地位が与えられているかを法律面と実際面から分

　 　 　 　 析し、本来の位置が与えられるための方策を提示した。

　 　 　 　 （編者：小笠原道雄　分担執筆：小笠原道雄、坂越正樹、杉山精

　 　 　 　 一、伴野昌弘、三好信浩、片岡徳雄、原田彰、押谷由夫、山辺光

　 　 　 　 宏、田代尚弘、桜井佳樹）

79.学校と家庭，地域社 共 1989年12月 文渓堂 （全体概要）

会との連携 　 　 　(総頁数205頁) 学校と家庭、地域社会とが、共通の目標の基に、それぞれの特質

　 　 　 　 に応じた教育機能を生かし、協働しあっていくには、どのような方

　 　 　 　 法があるのかを具体的な例をもとに論述している。

　 　 　 　 （担当部分）　59-80頁

　 　 　 　 （概要）　「地域社会における道徳教育の実態と課題」を担当。地

　 　 　 　 域社会における道徳教育のとらえ方、道徳的教育環境の実態、道徳

　 　 　 　 教育的な取組の実態を明らかにし、今後の課題を提案した。

　 　 　 　 （編者：村田昇　分担執筆：村田昇、住岡英毅、押谷由夫、吉永幸

　 　 　 　 司）

80.道徳的体験の指導 共 1989年12月 文渓堂 （全体概要）

　 　 　 　(総頁数207頁) 学校における道徳教育においては、道徳的実践力の指導と道徳的実

　 　 　 　 践の指導が不可欠である。この二つを結びつけていく道徳的体験の

　 　 　 　 指導はどのようにすればいいのかを論述している。

　 　 　 　 （担当部分）　25-54頁

　 　 　 　 （概要）　「道徳的体験の教育課程における位置づけ」を担当。学

　 　 　 　 校教育の教育課程において道徳的体験がどのように取り上げられる

　 　 　 　 のかを、学習指導要領や実際の学校経営を基に分析した。

　 　 　 　 （編者：瀬戸真、分担執筆：瀬戸真、中野重人、押谷由夫 、荒川達

　 　 　 　 夫、川辺正、大宮俊恵、村田昇、真仁田昭、尾田幸雄、石川？男）

　 　 　 　

81.教育社会学 共 1989年6月 福村出版 （全体概要）

　 　 　 　(総頁数232頁) 教育社会学が取り上げるべき内容や研究について、特に社会の変化

　 　 　 　 に対応して教育をどのように展開していけばいいのかを、現状の分

　 　 　 　 析をもとに、全体にわたって詳述している。

　 　 　 　 （担当部分）　56-66頁
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1 著書
　 　 　 　 （概要） 遊びと仲間を担当。子どもたちの社会化にとって、遊び

　 　 　 　 や仲間の役割の重要性について明らかにし、現状分析をもとに、そ

　 　 　 　 れらへの対応について論考した。

　 　 　 　 （編者：片岡徳雄　分担執筆：片岡徳雄、伴恒信、押谷由夫 、高旗

　 　 　 　 正人、森しげる、相原次男、新富康央、河野員博、友田泰正、池田

　 　 　 　 秀男、村上登司文、南本長穂）

　 　 　 　

82.現代生涯教育の研究 共 1989年2月 ぎょうせい （全体概要）

　 　 　 　(総頁数306頁) 生涯教育の概念が提唱されて２０年余りの間に多くの研究がなされ

　 　 　 　 た。それらを概観しながら、新しいテーマを見いだしその研究の可

　 　 　 　 能性について論じている。

　 　 　 　 （担当部分）　111-127頁

　 　 　 　 （概要） 「子ども文化の分析枠組み」を担当。子どもたちの社会

　 　 　 　 化にとって最も大切な子ども文化について、今までの研究を概観し

　 　 　 　 ながら、これからの子ども文化研究の方向性を示した。

　 　 　 　 （編者：新堀通也、分担執筆：池田秀男、住岡英毅、押谷由夫、友

　 　 　 　 田泰正、高旗正人、伴恒信、南本長穂、森しげる、相原次男、原田

　 　 　 　 彰）

83.現代生涯教育の研究 共 1985年2月 ぎょうせい （全体概要）

　 　 　 　(総頁数306頁) 生涯教育の概念が提唱されて２０年余りの間に多くの研究がなされ

　 　 　 　 た。それらを概観しながら、新しいテーマを見いだしその研究の可

　 　 　 　 能性について論じている。

　 　 　 　 （担当部分）　111-127頁

　 　 　 　 （概要） 「子ども文化の分析枠組み」を担当。子どもたちの社会

　 　 　 　 化にとって最も大切な子ども文化について、今までの研究を概観し

　 　 　 　 ながら、これからの子ども文化研究の方向性を示した。

　 　 　 　 （編者：新堀通也、分担執筆：池田秀男、住岡英毅、押谷由夫、友

　 　 　 　 田泰正、高旗正人、伴恒信、南本長穂、森しげる、相原次男、原田

　 　 　 　 彰）

84.教育の環境と病理 共 1984年5月 第一法規 （全体概要）

　 　 　 　(総頁数310頁) 子どもたちの逸脱行動等を教育病理現象ととらえ、それを生み出

　 　 　 　 す環境について分析し、環境がかかえる病理的現象を明らかにしつ

　 　 　 　 つ、その克服の方向を示そうとする。

　 　 　 　 （担当部分）　99-130頁

　 　 　 　 （概要） 「現代家庭の教育環境」を担当。子どもの社会化と家族集

　 　 　 　 団について理論的な押さえをし、家庭の教育環境を親子関係、家族

　 　 　 　 生活、社会からの影響の３層構造でとらえ、病理的状況を論述し

　 　 　 　 た。

　 　 　 　 （編者：新堀通也、津金沢聡広、分担執筆：新堀通也、津金沢聡

　 　 　 　 広、押谷由夫、伴恒信、南本長穂、相原次男、原田彰、村上光朗、

　 　 　 　 西村重夫）

85.人間発達の社会学　 共 1983年9月 アカデミア出版会 （全体概要）

　 　 　 人間の発達を幼児期から高齢期までに分けて、それぞれの段階にお

　 　 　 （総頁数299頁） ける発達の特性と社会とのかかわりを中心に、実態と望まれるかか

　 　 　 　 わりについて論述している。

　 　 　 　 （担当部分） 165-183頁

　 　 　 　 （概要）「人間の発達と集団（児童期）」を担当。特に児童期にお

　 　 　 　 いて属する学校集団の特質と、子どもたちの生活や学習について分

　 　 　 　 析し、社会化にとっての課題を論述した。

　 　 　 　 （編者：高旗正人、讃岐幸治、住岡英毅、分担執筆：高旗正人、讃

　 　 　 　 岐幸治、住岡英毅、押谷由夫、南本長穂、伴恒信、新富康央、村上

　 　 　 　 光朗）

86.道徳教育　 共 1981年9月 有信堂 （全体概要）

　 　 　 　(総頁数244頁) 道徳教育の課題と目標・内容、道徳・宗教と教育、道徳性の発達、

　 　 　 　 道徳教育の史的展開、道徳教育の計画、教科指導と道徳教育、道徳

　 　 　 　 的実践の指導、道徳的実践力の育成、家庭・地域社会の連携協力、

　 　 　 　 指導体制の確立など道徳教育の全体にわたって詳述している。

　 　 　 　 （担当部分）　202-223頁

　 　 　 　 （概要）家庭・社会と道徳教育を担当。子どもたちの道徳的社会化
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 について理論的に明確にし、具体的に家庭や地域社会における道徳

　 　 　 　 教育の充実及び学校との連携の在り方について論述した。

　 　 　 　 （編者：村田昇、分担執筆：村田昇、越後哲治、押谷由夫 大谷光

　 　 　 　 長、畠瀬直子、林忠幸、金井肇、瀬戸真）

87.教育学 共 1980年4月 福村出版 全体概要）

　 　 　 　(総頁数207頁) 教育の目標、内容、方法、親と教師からなる基礎論と、児童観の流

　 　 　 　 れ、子どもと幼稚園・学校、子どもと社会、教育学の課題からなる

　 　 　 　 子どもと教育の２部構成で教育学の原理を押さえている。

　 　 　 　 （担当部分）　165-180頁

　 　 　 　 （概要） 子どもと幼稚園・学校を担当し、幼稚園や学校の現状と

　 　 　 　 そこで生活している子どもたちの実態について資料をもとに明らか

　 　 　 　 にし、これからの改善の方向について論じた。

　 　 　 　 （編者：新堀通也、小笠原道雄、分担執筆：新堀通也、小笠原道

　 　 　 　 雄、押谷由夫 、越後哲治、渡辺満、倉田侃司、徳本達夫、林忠幸、

　 　 　 　 荒川達夫）

88.日本の教育地図 共 1980年3月 ぎょうせい　(総頁 （全体概要） 教育への投資や努力とその結果との関連について、

　 　 　 数365頁) 各県の教育に関するデータをもとに分析し、各県の努力度等を明ら

　 　 　 　 かにした。

　 　 　 　 （担当部分）307-342頁

　 　 　 　 （概要） 教育病理現象を４つの視点で分析し、特に教育目標の達成

　 　 　 　 が機能不全に陥っている状況を教育的浪費ととらえ、地域別傾向及

　 　 　 　 びその診断について論じた。

　 　 　 　 編者：新堀通也　分担執筆：新堀通也、片岡徳雄、押谷由夫、相原

　 　 　 　 次男、南本長

　 　 　 　 穂、伴恒信、新富康央

89.学校子ども文化の創 共 1979年2月 金子書房(総頁数 （全体概要） 学校は子どもたちの生活の場である。独特の学校文

造 　 　 298頁) 化が存在するが、子どもたちが伸び伸びと生活するには、子どもた

　 　 　 　 ちが享受する大衆文化を取り入れた学校子ども文化を創っていく必

　 　 　 　 要がある。

　 　 　 　 （担当部分）　93-110頁（概要） 文学教材、漫画、小説についての

　 　 　 　 児童の反応分析をもとに、子ども大衆文化の教育的価値について論

　 　 　 　 考した。

　 　 　 　 編者：片岡徳雄、分担執筆：片岡徳雄、相原次男、伴恒信、南本長

　 　 　 　 穂、押谷由夫

　 　 　 　 、河野員博、新富康央

2 学位論文
1.『｢道徳の時間｣成立 単 2001年2月 東洋館出版社 戦後の道徳教育において最もエポックメイキングな改革であった

過程に 関する研究』 　 　 　 「道徳の時間」の成立過程について、審議会の議事録や文部省の発

　 　 　 　 行資料、推進した人々の著書や論文、日教組などの主張や反対する

　 　 　 　 人々の著書や論文、マスコミや研究会、学会などの動向を中心とし

　 　 　 　 て、その実態と今日的意義を分析した。

3 学術論文
1.きまりを守らない友 単 2023年3月 滋賀県教育委員会 　道徳教育が充実されてもいじめ等の問題行動は言うは増え続けて

達にどうするー道徳 　 　 『令和4年度　道徳 いる。何が原因なのか。道徳的事象に対して議論し考える指導は行

教育は愛を育むもの 　 　 教育振興だより』 われるようになったが、それぞれの考えや感じ方の多様性を確認す

　 　 　 　 ることに重点がおかれ、その中でどう一緒に生活しよりよい社会を

　 　 　 　 創っていくかについての学びが不十分であるといえるのではない

　 　 　 　 か。そのような視点から、約束を守らなかったり、勝手なことをす

　 　 　 　 る友達にどう接することが求められるのか、そのための力を身につ

　 　 　 　 ける道徳教育はどうあればいいのかについて論究し、道徳は相手へ

　 　 　 　 の尊厳性と愛を育むものであることを確認した。

2.これからの道徳教 単 2023年1月 『道徳教育』明治 GIGAスクール構想など、ICTを活用した教育改革が急速に進行してい

育・道徳授業の着実 　 　 図書　令和5年1月 る。その中で道徳教育・道徳の授業では、どのように利活用してい

な発展へとつながる 　 　 号 けるのかについて論集が組まれた。その中で、巻頭論文として、本

多様なデータの活用 　 　 　 稿ににおいては、何のためのデータ収集かを明確にし、そのための

を 　 　 　 適切な方法を選択し利活用すること。その際その結果がどのような

　 　 　 　 ことをもたらすのかを広い視野から考察し、特に人権問題には細心

　 　 　 　 の注意を働かせること、プログラミング学習ともかかわらせてt利手

　 　 　 　 時節なデータ収集の方法を考えることなどを論じた。
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
3.世界に日本の゜ 単 2022年12月 日本弘道か『弘 ウクライナへのロシアの軍事侵攻について、このような惨事がなぜ

DOUTOKU゜を発信しよ 　 31日 道』第1141号 起こるのか、このようなことが起こらないようにするには何が必要

う 　 　 　 か、またどうすれば解決できるのかについて、その根幹に道徳心の

　 　 　 　 育成があることを考察した。そして我が国の道徳教育の取組は、国

　 　 　 　 際貢献に大きな役割を果たせることを、DOUTOKUの世界発信へという

　 　 　 　 視点から提案した。

4.郷土を愛しグローバ 単 2022年10月 日本弘道会『弘 弘道会が毎年主催している行動フォーラムにおいて、令和4年度は、

ルに生きる子どもた 　 31日 道』第1140号 「郷土への愛着がもてるような道徳教育の推進」をテーマに、茨城

ちを育てる道徳教育 　 　 　 支会で開催された。その時の指導助言を「郷土を愛しグローバルに

を 　　　　　　　 　 　 　 生きる子供たちを育てる道徳教育を」としてまとめたものである

　 　 　 　 （31-40頁）。

　 　 　 　 　内容は、それぞれの発表に対して考察するとともに、全感覚器官

　 　 　 　 を通して郷土を感じること、大きな支えとなるものを基こと、感謝

　 　 　 　 する心とし誇りをはぐくむこと、相互に郷土のよさを生かし共生を

　 　 　 　 図ること、郷土愛にグローバルな視点を国際交流の視点から取り入

　 　 　 　 れていくこと、などを提案した。

5.時代をリードする心 単 2022年10月 日本道徳教育学会 日本道徳教育学会の100回記念大会を記念して特集号が組まれた。そ

構えとゆとりを大切 　 1日 紀要『道徳と教 の巻頭言で「時代をリードする心構えとゆとりを大切に更なる発展

に更なる発展を 　 　 育』第341号 を」と題して論考した（5-8頁）。

　 　 　 　 学会が発足し第1回大会が行われたときの初志と初心を文献記録より

　 　 　 　 考察し、その思いや取り組みを基本としながらこれからの学会をど

　 　 　 　 のように発展させていけばよいのかについて、新たな初志と初心に

　 　 　 　 ついて論述した。

6.「特別の教科　道 単 2022年10月 中央教育研究所紀 2017年に「特別の教科　道徳」が設置され、教科書が使用されるよ

徳」の教科書の開発 　 　 要『教科書フォー うになった。従来は道徳の時間が教育課程に位置づけられており副

は新しい発想が必要 　 　 ラム』No.23 読本が出版されていた。その他雨、教科書になっても、以前の副読

　 　 　 　 本化に依拠するようなものが多い。その現状を分析しながら、これ

　 　 　 　 から求められる道徳教育のかなめとしての「特別の教科　道徳」の

　 　 　 　 教科書はどうあればいいのかについて論究した。特に、一生の心の

　 　 　 　 支えとなるような教材の提供や、道徳の授業だけではなく様々な道

　 　 　 　 徳的課題に対する学習や日常生活において活用できるような教科書

　 　 　 　 について具体的な提案を行った。

7.道徳の授業における 単 2022年6月 日本道徳道徳基礎 道徳の授業改善において様々な提案がなされている。日本道徳基礎

週末の重要性と課題 　 　 教育学会紀要『道 教育学会では、「特別の教科　道徳」の特質を生かして、どう道徳

　 　 　 徳教育研究』令和 教育の本質に基ずく授業を創造するかについて毎年特集テーマとし

　 　 　 4年度 て取り組まれている。本論文「道徳の授業における終末の重要性と

　 　 　 　 意義」は、他の教科と違う道徳の授業の特質として、いかに事後の

　 　 　 　 学びへとつなげていくかに焦点を当て、終末の役割と具体的方法に

　 　 　 　 ついて論じた。授業で話し合い、考え、感じたことをいかに日常生

　 　 　 　 活や様々な学習活動で追い求めていくか、そのための内面の揺さぶ

　 　 　 　 りと事後の意識化への取り組みも含めて提案した。

8.With’コロナ’、 単 2022年2月 日本弘道会『弘 コロナ禍の中で学校教育はどのような対応をすればよいのかについ

After‘コロナ‘を見 　 28日 道』第1136号 て、子どもたちと一緒に、新しい生き方を考える絶好の機会ととら

据えた道徳教育を ― 　 　 　 え新しい道徳教育の充実について論究した。特に新しい規範意識や

自律、共生、未来へ 　 　 　 ルールの構築が不可欠である。その基本に人間としてどう生き皆で

の夢・希望の再検討 　 　 　 どのような社会を創っていくのかについて意見を交流することを中

― 　 　 　 心にして、具体的にどのように取り組んでいけばよいのかについて

　 　 　 　 提案した。

9.8050問題からキャリ 単 2021年6月 日本弘道会『弘 8050問題をこれからの我が国の重要な課題と捉え、その対応をキャ

ア教育の重要性とあ 　 30日 道』第1132号 リア教育の充実という側面から考察した。8050問題はいろんな課題

り方を考える 　 　 　 を抱えているが、その根本には若者たちが生きがい感を持って働け

　 　 　 　 るようにすることである。そのためのキャリア教育をどのように充

　 　 　 　 実させていけばよいのかを考究した（掲載頁　32-35頁）

10.新教育課程をリード 単 2020年1月 『Educate　Vol4』 「特別の教科　道徳」の設置を中心とする道徳教育の抜本的改善・

する道徳教育 　 　 昭和女子大学現代 充実は、改訂学習指導要領による新教育課程における教育改革に先

　 　 　 教育研究所　 行して取り組まれている。その意味と具体的に道徳教育改革と新教

　 　 　 　 育課程による改革とをどのように関連させればいいのかについて論

　 　 　 　 じている。人間として自分らしくどう生きるかを追い求める道徳教

　 　 　 　 育を中核としながら、そのための様々な学びを新教育課程において
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3 学術論文
　 　 　 　 具体化していくという捉え方について論じ、具体的な対応について

　 　 　 　 提案した。

　 　 　 　 （新教育課程による）を、「新教育課程をリードする道徳教育」

　 　 　 　 　　　（『Educate　Vol4』昭和女子大学現代教育研究所　2020.1　

　 　 　 　 1〜3頁）

11.郷土愛をはぐくむ道 単 2019年10月 郷土愛をはぐくむ 道徳教育は生活を基盤として行われる。直接的な体験と同時に間接

徳教育 　 　 道徳教育」 的体験（読み物や映像など想像力を掻き立てられる媒体を基に心を

　 　 　 　（『弘道（第 動かされる体験など）、そして環境を通しての教育が大切である。

　 　 　 1122）』日本弘道 環境においては人的環境や物的環境が考えられるが、風土的特徴も

　 　 　 会　　29〜42頁） 大きな影響を与える。本論文では、地域の風土的影響について論じ

　 　 　 ている。それは、郷土愛を育むが、愛校心と家族愛と関わり合うこ

　 　 　 　 とによってより大きな影響を与える。そのことを具体的事例をもと

　 　 　 　 に論じた。

12.『自己の形成史』 単 2018年6月 昭和女子大学『学 職業的自己形成を道徳教育の視点から追究した。道徳教育は人間と

ノート（２）ー職業 　 　 苑・初等教育学科 して自分らしくどう生きるかを考え自ら追い求めるものである。そ

的自己形成と道徳教 　 　 紀要』 の根幹に朱苦行的自律がある。自らの研究者としての形成過程を振

育 　 　 　 り返りながら、職業的自己形成においてどのようなことが大切なの

　 　 　 　 かを明らかにした。

13.「自己の形成史」 　 2016年6月 学苑初等教育学科 教育の根本に自己の生育史がある。自己を振り返ることによって、

ノート（ 1）  「自 　 　 紀要 No.9085 6〜 自分が主張している教育論の根底になるものを見つけることができ

己の価値意識形成 　 　 71頁 る。そこをベースとして再度様々な教育的事象を分析してみると今

史」から道徳教育を 　 　 まで以上の深みをもって分析することができる。そのことを道徳教

考える 　 　 　 育について行おうとするのが本論文である。

14.中学校社会科におけ 単 2016年３月 研究報告NO.85 中学校の社会科教科書において「宗教にかかわる

る「宗教にかかわる 　 　 『学校における 内容』がどのように記述されているかを、4社の教科書を使用し、地

内容」の記述分析 　 　 「宗教にかかわる 理的分野、歴史的分野、公民的分野において分析した。19-51頁

　 　 　 教育」の研究３』 　

　 　 　 中央教育研究所 　

15.音楽教育への期待 単 2015年6月 日本音楽教育学会 音楽の魅力を、生活音楽、生涯音楽、情操音楽という視点から分析

　 　 　 編『音楽教育学』 しこれからの学校教育における音楽教育への提案を行った。48-52頁

　 　 　 正文社 　

16.小学校社会科におけ 単 2014年3月 研究報告NO.85 小学校の社会科の教科書における「宗教にかかわる内容」がどのよ

る「宗教にかかわる 　 　 『学校における うに記述されているかを分析した。その際、『小学校学習指導要領

内容」の記述分析 　 　 「宗教にかかわる 解説　社会科編』の分析と照らし合わせて、4社の教科書の実態を明

　 　 　 教育」の研究２』 らかにした。43-51頁

　 　 　 中央教育研究所 　

17.「生命に対する畏敬 単 2012年10月 研究報告NO.85 道徳教育の充実にとって、宗教的情操の教育は欠かせない。しか

の念」と道徳教育 １ 　 　 『学校における し、戦後長く特定の宗派教育を抜きに宗教的情操が養えるのかにつ

　 　 　 「宗教にかかわる いて論争が繰り広げられてきた。その結果、道徳教育が本質に迫れ

　 　 　 教育」の研究１』 ないという状況を醸し出している。現在の学習指導要領にも書かれ

　 　 　 中央教育研究所 ている「生命に対する畏敬の念」を取り上げ、道徳教育としての重

　 　 　 　 要性と、いかにはぐくんでいけばよいのかについて提案を行った。

　 　 　 　 18-29頁

18.人格の基盤となる道 単 2009年３月 日本道徳教育学会 平成20年に新学習指導要領が告示された。新学習指導要領の趣旨の

徳性を主体的にはぐ 　 　 編『道徳と教育』 第1は、平成18年に改正された教育基本法の理念を教育課程に具体化

くむ子どもを育てる 　 　 　 することであった。そのことから道徳教育がどのように強調され、

　 　 　 　 改善が図られたかを分析し、今後の課題を明らかにした。11-26頁

19.子どもの道徳社会的 共 2007年3月 日本道徳教育学会 子どもたちの道徳性の社会的形成に関して、実際に道徳教育に重点

自己形成と道徳教育 　 　 誌 をおいて取り組んでいる学校の取組の実態を分析するとともに、そ

との関係性に関する 　 　 　『道徳と教育』 れらの取組が子どもたちにどのように影響しているのかを調査研究

調査研究 　 　 を基に明らかにした。

　 　 　 　31-46頁 （共同執筆者）

　 　 　 　 押谷由夫、伴恒信

20.「道徳の時間」特設 単 2004年6月 昭和女子大学紀要 「道徳の時間」特設批判論の再検討（上）で論述した内容の続編で

批判論の再検討 　 　 ある。昭和33年に特設された道徳の時間に対する当時の批判に対す

（下） 　 　 『学苑』 る総括的分析を行った。

　 　 　 2-13頁

21.．新教育課程が求め 単 2003年10月 日本道徳教育学会 新教育課程において道徳教育がどのように重視されえているかを教

る道徳教育の理念と 　 　 紀要 育の本質と今日的課題を踏まえて考察し、これからの道徳教育のあ

20



研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

3 学術論文
実践 　 　 『道徳と教育』 り方と展開について新教育課程で提案されていることを中心としな

　 　 　 （No.316・317） がら、論じている。

　 　 　 2003年　 　

　 　 　 237-251頁 　

22.道徳の時間」特設批 単 2002年6月 昭和女子大学紀要 　昭和３３年に、様々な批判の中で小学校・中学校において道徳の

判論の再検討（上） 　 　 時間が特設された。４５年以上を経て、いまだに道徳の時間への批

　 　 　 『学苑』 判が繰り返される。これからの学校教育の大きな課題として道徳教

　 　 　 2-13頁 育の充実が挙げられるが、そのためには道徳の時間の充実が不可欠

　 　 　 　 である。３３年当時になされていた批判が妥当なものであったのか

　 　 　 　 どうか、この時点で総括し、真の課題を明らかにした。

23.ストレス社会に対応 単 2002年3月 日本道徳教育学会 これからの社会をストレス社会と捉えて、その中で豊かな心をはぐ

した心の教育・道徳 　 　 紀要 くむにはどうすればいいのかについて論述した。特に、ヒーリン

教育 　 　 『道徳と教育』 グ、ケアリング、ドリーミングをキーワードに、具体的対応につい

　 　 　 No310・311 て分析した。

　 　 　 3-21頁 　

24.れからの心の教育の 　 1999年10月 日本道徳教育学会 心の教育、道徳教育は国民的課題であるが、学校、家庭、地域社会

展開ー概念の整理と 　 　 紀要 が一体となって取り組むには、共通の土俵を提供するための用語の

今 後の課題を中心と 　 　 『道徳と教育』 概念の整理をする必要がある。本稿では、概念整理をするととも

して 　 　 No.301 に、今後の課題を明確にした。

　 　 　 233-242頁 　

25.豊かな人間性の育 単 1998年10月 日本道徳教育学会 豊かな人間性のとらえ方について、中央教育審議会答申、哲学・倫

成と道徳教育 　 　 理学、日常生活上の用法等から、明確にし、豊かな人間性を育てる

　 　 　 『道徳と教育』紀 際の留意点として、人間の弱さやもろさを過度に強調することの弊

　 　 　 要 害を述べ、具体的な方法について論考した。

　 　 　 No.298・299 　

　 　 　 3-21頁 　

26.『「道徳の時間｣ 単 1998年8月 広島大学に提出 　本論文は、終戦から「道徳の時間」特設に至る、戦後の道徳教育

　特設の課程に関 　 　 　1-312頁 確立の課程を社会的・理論的背景を中心に、教育論としての側面か

　　する研究 　 　 　 らとらえなおし、「道徳の時間」特設の教育的意味を整理・統合し

－社会的・理論 　 　 　 ようとするものである。具体的には、戦後の道徳教育改革の動向を

的背景を中心と 　 　 　 教育論的文脈において整理しなおし、戦後の連続的な道徳教育改革

して－』 　 　 　 の流れの中に「道徳の時間」特設が位置づけられることを検証し

（博士論文） 　 　 　 た。

　 　 　 　 　また、「道徳の時間」特設にかかわる審議過程と文部省側の見

　 　 　 　 解、当時の道徳教育をめぐる社会的動向、「道徳の時間」特設にお

　 　 　 　 いて重要な役割を果たした研究者の主張を見ることによって、｢道徳

　 　 　 　 の時間｣特設の社会的・理論的背景の全体像とその教育的意味を明ら

　 　 　 　 かにした。

27.戦後の道徳教育にお 単 1996年10月 日本道徳教育学会 戦後の道徳教育において画期的な出来事とされる昭和３３年の道徳

ける「道徳の時間」 　 　 紀要 の時間設置について、その経緯と具体的な内容を検討することか

設置の意義と課題 　 　 『道徳と教育』 ら、道徳の時間の設置は戦後の道徳教育の流れと相反するものでは

　 　 　 No.292・293 なく、むしろ連続的な流れのなかにある

　 　 　 35-51頁 ことを明確にした。

28.これからの道徳の 単 1995年10月 日本道徳教育学会 昭和３３年に設置された道徳の時間のこれからの在り方を検討する

時間の在り方への 　 　 紀要 ために、設置された当時の理念と今日までの道徳の時間の変遷及び

提唱 　 　 『道徳と教育』 具体的な実践の実態等を考慮し、具体的な指導の方法について提案

　 　 　 No.288・289 を行なっている。

　 　 　 81-89頁 　

29.戦後の道徳教育の 単 1994年10月 日本道徳教育学会 これからの道徳教育の指導の在り方として、新しく総合単元的な道

歩みと総合単元的 　 　 紀要 徳学習という方法について、その理論的背景と、歴史的な経緯を踏

な道徳学習 　 　 『道徳と教育』 まえて、独自性を明らかにしつつ、具体的な展開の仕方について論

　 　 　 No.282・283 考している。

　 　 　 4-15頁 　

30.豊かな体験による 単 1991年10月 日本道徳教育学会 これからの道徳教育の指導の在り方として、新しく総合単的な道徳

道徳教育の充実 　 　 紀要 学習という方法について、その理論的背景と、歴的な経緯を踏まえ

　 　 　 『道徳と教育』 て、独自性を明らかにしつつ、具体的な開の仕方について論考して

　 　 　 No.272 いる。

　 　 　 40-46頁 　

31.子どもの規範形成過 単 1989年3月 高松短期大学 子どもの規範形成過程について、アメリカの社会学者のＧ.Ｃ.ホー
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3 学術論文
程に関する一考察 　 　 『研究紀要』 マンズの交換理論を援用しながら、個人規範の拡張パターンを集団

　 　 　 第９号 規範、社会規範との関連を中心に論考した。

　 　 　 11-20頁 　

32.子どもの仲間関係 単 1988年3月 高知女子大学紀要 社会問題化しているいじめ現象を取り上げ、その要因を分析すると

の特質と親子関係 　 　 ともに、家族社会学の立場から、その背景に潜む親子の関係につい

との関連に関す 　 　 『人文・ て、アンケート調査をもとに考察し、いじめに対する家庭への働き

る 一考察 　 　 社会科学編』 かけについて論考した。

　 　 　 第３５巻 　

　 　 　 1-14頁 　

33.子どもの仲間選択 単 1986年3月 高知女子大学紀要 現代社会における子どもの仲間集団関係の特質及び規定因を明らか

の特質と規定因に 　 　 にした。そして、今日の子どもにとって望ましい仲間集団をつくっ

関する研究 　 　 『人文・ ていくには何が必要か、また、仲間集団形成能力の育成をどのよう

　 　 　 社会科学編』 にすればいいのかについて論考した。

　 　 　 第３４巻 　

　 　 　 1-17頁 　

34.母親の子ども評価 単 1985年3月 日本保育学会紀要 母親の養育態度と母親の子供評価との関連、教師の子ども評価と母

を規定する要因に 　 　 親の子ども評価を比較することから、母親の子ども評価を規定する

関する一考察 　 　 『保育学年報』 要因について、調査を行い、多変量解析等を用いて分析をし、その

　 　 　 （１９８５年版） おおよそを明らかにした。

　 　 　 　

　 　 　 132-144頁 　

35.母親のテレビ視聴 単 1984年10月 日本生涯教育学会 母親のテレビ視聴行動が子どもの社会化にどのような影響を与える

行動と子どもの社 　 　 紀要 のかを実証的に明らかにしようとした。母親のテレビ視聴行動と子

会化に関する研 　 　 『日本生涯教育学 どもの様子をアンケート調査や観察をもとに調査し、多変量解析を

究 　 　 会年報』第６号 もちいて論考した。

　 　 　 135-149頁 　

36.集団宿泊学習の効 単 1981年10月 日本生涯教育学会 子どもの学習コミュニティづくりの研究の一環として、全国的に見

果に関する一考察 　 　 紀要 て先進的な校外学習として文化施設を利用した集団宿泊学習が行な

　 　 　 『日本生涯教育学 われている香川県の五色台教育を対象に調査を行い、集団宿泊学習

　 　 　 会年報』第３号 の効果と今後の課題について論考し

　 　 　 291-306頁 た。

37.子どもの学習コミュ 単 1981年3月 高松短期大学 子どもの学習を考える新しい概念として、子どもの学習コミュニ

ニ ティづくりへの一 　 　 『研究紀要』 ティを提唱し、理論的に論及するとともに、高松市を事例として、

視点 　 　 第１２号 具体的にどのように取り組んでいけばよいのかを、理論的、実証的

　 　 　 35-46頁 に明らかにした。

38.子どもの文化施設 単 1980年10月 日本教育社会学会 地域における子どもの学習施設としてもっとも大きな役割果たすと

利用学習の可能性 　 　 紀要 予想される学校での郊外学習で利用する文化施設 地域における子

に関する一考察 　 　 『教育社会学研 どもの学習態と効果について実証的に明かにすることから、今後の

　 　 　 究』 文化施設利用学習の可能性を論じた。

　 　 　 第３４集 　

　 　 　 114-125頁 　

39.子どもの行動分析の 単 1978年3月 広島大学教育学部 子どもの行動分析にとって、子ども自身が感じる心理的環境重視の

基礎 ―ホ－マン 　 　 紀要 立場から、アメリカの代表的社会学者であるＧ.Ｃ.ホーマンズと

ズとパ－ソンズの社 　 　 第１部第２７号 Ｔ.パーソンズの理論を再検討し、子どもの社会的行動のメカニズム

会行動論を媒介とし 　 　 39-49頁 と研究枠組みについて論考した。

て 　 　 　 　

その他
１．学会ゲストスピーカー

1.コロナかを乗り越え 単 2021年11月 日本教育会『日本 コロナ禍において、子どもたちは様々な制約が課されているが、そ

る生き方の探究と実 　 　 教育』令和3年11月 れらを受動的に捉えるのではなく、これからの自分の粋化ととかか

践を 　 　 号 わらせて、これからの生活やルールを考えていく必要があること

　 　 　 　 を、「動機の機能的自立」の概念を基に考察した。そして、コロナ

　 　 　 　 禍を自律的に生きる子どもたちを育てるチャンスととらえ、自分自

　 　 　 　 身や社会と真剣に向き合う道徳教育について論述した。

2.改めて「特別の教科 単 2015年11月 日本道徳教育学会 シンポジウムにおけるシンポジストとして

　道徳」の意義を問 　 　 　 　新設される「特別の教科道徳」について、その背景や期待される

う 　 　 　 こと及び具体的取り組みに関する課題などについて議論し、総合単

　 　 　 　 元的道徳学習の必要で糸可能性について提案する

3.グローバルな視点か 単 2015年11月 日本乳幼児教育学 シンポジウムにおけるシンポジストとして
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１．学会ゲストスピーカー
ら乳幼児教育の再構 　 　 会 　乳幼児教育の在り方についてグローバルな視点から日本の乳幼児

築を考える 　 　 　 教育の現状と課題を分析し、心の成長と学びの連続性を考慮した乳

　 　 　 　 幼児教育の在り方について提言した

4.「特別の教科　道 単 2015年7月 日本カリキュラム シンポジウムにおける司会・コーディネーターとして

徳」の設置で道徳教 　 　 学会 　大会委員長としての立場から、教育課程の専門家であるシンポジ

育や教育課程がどう 　 　 　 ストに対して教育課程論から見た道徳教育及び「特別の教科道徳」

変わるのか 　 　 　 について、どのように位置づけられ、これからの役割が期待される

　 　 　 　 かを中心にシンポジウムを運営した。

5.日本における道徳教 単 2015年3月 ヘルシンキ大学宗 日本の道徳教育改革について、戦後の道徳教育の歴史と動向をもと

育改革 　 23日 教倫理道徳研究会 に道徳教育の本質とかかわらせて講演した。特に新しく設置される

　 　 　 (招待講演) 「特別の教科道徳」についてその理念と具体的実践について詳細に

　 　 　 　 述べた。

２．学会発表
1.道徳教育全国調査の 共 2020年11月 日本道徳教育学会 文部科学省では、道徳教育の抜本的改善・充実の方針の下、その中

実施（2019.3）と結 　 29日 第９６回（令和２ 核に「特別の教科　道徳」を新設し、具体的な取組みを提案してい

果分析（１）―統計 　 　 年度秋季）大会 る。そのことを学校現場ではどのようにとらえ、具体的に取り組ん

的分析― 　 　 　会場：畿央大学 でいるのか、また教師の道徳教育及び「特別の教科　道徳」につい

　 　 　 ての意識はどのように変化しているか等について、2017（平成29）

　 　 　 年度、2018（平成30）年度、2019（令和元）年度にわたり全国調査

　 　 　 　 を実施して、明らかにすることを計画した。本研究発表は、2019年

　 　 　 　 （平成元）年度調査の結果の発表であり、ここではその中の統計的

　 　 　 　 な数値による結果を発表した。

　 　 　 　 共同研究者及び発表者は次の通りである。

　 　 　 　 　　◯押谷由夫(武庫川女子大学大学院・教授)、◯木崎ちのぶ(武庫

　 　 　 　 川女子大学大学院・院生)、◯谷山優子(武庫川女子大学大学院・院

　 　 　 　 生)、矢作信行(武庫川女子大学大学院・院生)、齋藤道子(武庫川女

　 　 　 　 子大学大学院・院生)、小山久子（大阪芸術大学・特任教授）、醍醐

　 　 　 　 身奈（目白大学・専任講師）　（◯は発表者）

2.道徳教育全国調査の 共 2020年11月 日本道徳教育学会 文部科学省では、道徳教育の抜本的改善・充実の方針の下、その中

実施（2020.3）と結 　 29日 第９６回（令和２ 核に「特別の教科　道徳」を新設し、具体的な取組みを提案してい

果分析（２）―自由 　 　 年度秋季）大会 る。そのことを学校現場ではどのようにとらえ、具体的に取り組ん

記述の分析― 　 　 　会場：畿央大学 でいるのか、また教師の道徳教育及び「特別の教科　道徳」につい

　 　 　 ての意識はどのように変化しているか等について、2017（平成29）

　 　 　 　 年度、2018（平成30）年度、2019（令和元）年度にわたり全国調査

　 　 　 　 を実施して、明らかにすることを計画した。本研究発表は、2019年

　 　 　 　 （平成元）年度調査の結果の発表であり、ここではその中の自由記

　 　 　 　 述に関する分析を発表した。

　 　 　 　 共同研究者及び発表者は次の通りである。

　 　 　 　 　押谷由夫(武庫川女子大学大学院・教授)、木崎ちのぶ(武庫川女子

　 　 　 　 大学大学院・院生)、谷山優子(武庫川女子大学大学院・院生)、〇矢

　 　 　 　 作信行(武庫川女子大学大学院・院生)、〇齋藤道子(武庫川女子大学

　 　 　 　 大学院・院生)、〇小山久子（大阪芸術大学・特任教授）、醍醐身奈

　 　 　 　 （目白大学・専任講師）　（◯は発表者）

3.「道徳教育全国調査 共 2019年11月 日本道徳教育学会 文部科学省では、道徳教育の抜本的改善・充実の方針の下、その中

の実施（2019.3）と 　 10日 第９４回（令和元 核に「特別の教科　道徳」を新設し、具体的な取組みを提案してい

結果分析（２）―統 　 　 年度秋季）大会 る。そのことを学校現場ではどのようにとらえ、具体的に取り組ん

計的分析－」 　 　 会場：広島大学 でいるのか、また教師の道徳教育及び「特別の教科　道徳」につい

　 　 　 　 ての意識はどのように変化しているか等について、2017（平成29）

　 　 　 　 年度、2018（平成30）年度、2019（令和元）年度にわたり全国調査

　 　 　 　 を実施して、明らかにすることを計画した。本研究発表は、2018年

　 　 　 　 （平成30）年度調査の結果の発表であり、ここではその中の統計的

　 　 　 　 な数値による結果を発表した。

　 　 　 　 共同研究者及び発表者は次の通りである。

　 　 　 　 　　◯押谷由夫(武庫川女子大学大学院・教授)、◯木崎ちのぶ(武庫

　 　 　 　 川女子大学大学院・院生)、◯谷山優子(武庫川女子大学大学院・院

　 　 　 　 生)、矢作信行(武庫川女子大学大学院・院生)、齋藤道子(武庫川女

　 　 　 　 子大学大学院・院生)、小山久子（大阪芸術大学・特任教授）、醍醐

　 　 　 　 身奈（目白大学・専任講師）　（◯は発表者）

4.「道徳教育全国調査 共 2019年11月 日本道徳教育学会 文部科学省では、道徳教育の抜本的改善・充実の方針の下、その中
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２．学会発表
の実施（2019.3）と 　 10日 第９４回（令和元 核に「特別の教科　道徳」を新設し、具体的な取組みを提案してい

結果分析（２）―自 　 　 年度秋季）大会 る。そのことを学校現場ではどのようにとらえ、具体的に取り組ん

由記述の分析―」 　 　 会場：広島大学 でいるのか、また教師の道徳教育及び「特別の教科　道徳」に着い

　 　 　 　 ての意識はどのように変化しているか等について、2017（平成29）

　 　 　 　 年度、2018（平成30）年度、2019（令和元）年度にわたり全国調査

　 　 　 　 を実施して、明らかにすることを計画した。本研究発表は、2018年

　 　 　 　 （平成30）年度調査の結果の発表であり、ここではその中の自由記

　 　 　 　 述に関する分析を発表した。

　 　 　 　 共同研究者及び発表者は次の通りである。

　 　 　 　 　押谷由夫(武庫川女子大学大学院・教授)、木崎ちのぶ(武庫川女子

　 　 　 　 大学大学院・院生)、谷山優子(武庫川女子大学大学院・院生)、◯矢

　 　 　 　 作信行(武庫川女子大学大学院・院生)、◯齋藤道子(武庫川女子大学

　 　 　 　 大学院・院生)、◯小山久子（大阪芸術大学・特任教授）、醍醐身奈

　 　 　 　 （目白大学・専任講師）　（◯は発表者）

5.「学校現場における 共 2019年11月 日本道徳教育学会 文部科学省では、道徳教育の抜本的改善・充実お方針の下、その中

道徳教育改革への対 　 4日 　第9３回大会 核に「特別の教科　道徳」を新設し、具体的な取組みを提案してい

応と意識（２） 　 　 　 　会場：金沢工業 る。そのことを学校現場ではどのようにとらえ、具体的に取り組ん

　　―「特別の教科 　 　 大学 でいるのか、また教師の道徳教育及び「特別の教科　道徳」に着い

　道徳」全国調査の 　 　 　 ての意識はどのように変化しているか等について、2017（平成29）

自由記述分析を中心 　 　 　 年度、2018（平成30）年度、2019（令和元）年度にわたり全国調査

として― 　 　 　 を実施して、明らかにすることを計画した。本研究発表は、2017年

　 　 　 　 （平成29）年度調査の結果の発表であり、ここではその中の自由記

　 　 　 　 述に関する分析を発表した。

　 　 　 　 共同研究者及び発表者は次の通りである。

　 　 　 　 　押谷由夫（武庫川女子大学）、木崎ちのぶ（武庫川女子大学大学

　 　 　 　 院・院生）、〇矢作信行（武庫川女子大学大学院・院生）、〇齋藤

　 　 　 　 道子（武庫川女子大学大学院）、谷山優子（武庫川女子大学大学

　 　 　 　 院・院生）　　（〇は発表者）

6.「学校現場における 共 2018年11月 日本道徳教育学会 文部科学省では、道徳教育の抜本的改善・充実の方針の下、その中

道徳教育改革への対 　 4日 　第92回大会 核に「特別の教科　道徳」を新設し、具体的な取組みを提案してい

応と意識（１） 　 　 　会場：金沢工業 る。そのことを学校現場ではどのようにとらえ、具体的に取り組ん

―「特別の教 　 　 大学　　 でいるのか、また教師の道徳教育及び「特別の教科　道徳」に着い

科　道徳」全国調査 　 　 　 ての意識はどのように変化しているか等について、2017（平成29）

の統計分析を中心と 　 　 　 年度、2018（平成30）年度、2019（令和元）年度にわたり全国調査

して― 　 　 　 を実施して、明らかにすることを計画した。本研究発表は、2017年

　 　 　 　 （平成29）年度調査の結果の発表であり、ここではその中の統計的

　 　 　 　 に数値で明らかになった結果を報告した。共同研究者及び発表者は

　 　 　 　 次の通りである。

　 　 　 　 　〇押谷由夫（武庫川女子大学）、〇木崎ちのぶ（武庫川女子大学

　 　 　 　 大学院・院生）、矢作信行（武庫川女子大学大学院・院生）、齋藤

　 　 　 　 道子（武庫川女子大学大学院）、谷山優子（武庫川女子大学大学

　 　 　 　 院・院生）　　（〇は発表者）

３．総説
1.「国家百年の礎を創 単 2014年3月 日本道徳教育学会 日本道徳教育学会の紀要である『道徳と教育』の巻頭言に、会長と

る」気概をもってー 　 　 編『道徳と教育』 しての道徳教育研究への期待と本学会の役割について論じた。1-2頁

モラル・ジャパン・ 　 　 　 　

プロジェクトの発信 　 　 　 　

をー 　 　 　 　

　 　 　 　 　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　

６．研究費の取得状況
1.道徳教育課題に対応 共 2017年4月 研究代表者　押谷 　

する「特別の教科道 　 　 由夫 　

徳」を要とする道徳 　 　 日本学術振興会　 　

教育プログラムの開 　 　 平成29年度基盤研 　

発研究 　 　 究(B)　課題番号　 　
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６．研究費の取得状況
　 　 　 17H02706 　

　 　 　 研究期間　平成29 　

　 　 　 年4月〜平成33年3月 　

　 　 　 （予定）　 　

2.「特別の教科道徳」 共 2016年4月 研究代表者　押谷 　

を要にしたプロジェ 　 　 由夫 　

クト型道徳学習プロ 　 　 日本学術振興会　 　

グラムの開発に関す 　 　 平成28年度 挑戦的 　

る研究 　 　 萌芽研究　課題番 　

　 　 　 号：16K13586 　

　 　 　 平成28年4月〜平成 　

　 　 　 31年3月（予定） 　

3.高等学校における道 共 2013年4月 研究代表者　押谷 　

徳教育のグランドデ 　 　 由夫 　

ザインの開発に関す 　 　 日本学術振興会　 　

る研究 　 　 平成25年度 挑戦的 　

　 　 　 萌芽研究 課題番号 　

　 　 　 ：25590270 　

　 　 　 平成25年4月〜平成 　

　 　 　 28年3月 　

4.人格形成の中核とな 共 2013年4月 研究代表者　押谷 　

る幼・小・中連携に 　 　 由夫 　

よる道徳教育推進プ 　 　 日本学術振興会　 　

ログラムの開発に関 　 　 平成25年度基盤研 　

する研究 　 　 究Ｂ　課題番号： 　

　 　 　 25285250 　

　 　 　 平成25年4月〜平成 　

　 　 　 28年3月 　

5.学校・家庭・地域連 共 2009年4月 研究代表者　押谷 　

携型道徳教育推進プ 　 　 由夫 　

ログラムの開発に関 　 　 日本学術振興会　 　

する総合的研究 　 　 平成21年度 基盤研 　

　 　 　 究Ｂ 課題番号： 　

　 　 　 21330205 　

　 　 　 平成21年4月〜平成 　

　 　 　 25年3月 　

6.学校教育の基礎とな 共 2006年4月 研究代表者　押谷 　

る道徳教育経営プラ 　 　 由夫 　

ン開発に関する総合 　 　 日本学術振興会　 　

的・実践的研究 　 　 平成18年度 基盤研 　

　 　 　 究Ｃ 課題番号： 　

　 　 　 18530738 　

　 　 　 平成18年4月〜平成 　

　 　 　 21年3月 　

7.自分づくり」道徳学 単 2004年4月 研究代表者　押谷 　

習プログラム開発に 　 　 由夫 　

関する総合的研究学 　 　 日本学術振興会　 　

校教育の基礎となる 　 　 平成16年度 基盤研 　

道徳教育経営プラン 　 　 究Ｃ 課題番号： 　

開発に関する総合 　 　 16530612 　

的・実践的研究 　 　 平成16年4月〜平成 　

　 　 　 18年3月 　

学会及び社会における活動等

年月日 事項
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